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石
門
心
学
研
究
文
献
目
録

山
本
眞
功

　

こ
の
目
録
は
、
一
九
七
九
年
刊
行
の
『
石
田
梅
岩
の
思
想
』（
ぺ
り
か
ん
社
刊
）
に
収

録
さ
れ
た
「
心
学
研
究
文
献
」
を
増
補
し
て
二
〇
〇
六
年
刊
行
の
『
石
門
心
学
の
思
想
』

（
ぺ
り
か
ん
社
刊
）
に
掲
載
し
た
「
研
究
文
献
目
録
」
を
更
に
増
補
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

書
名
や
論
文
題
目
中
の
「
梅
巌
」「
堵
菴
」
と
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
人
名
表
記
は
、
す
べ

て
前
回
お
よ
び
前
々
回
に
倣
っ
て
「
梅
岩
」「
堵
庵
」
に
統
一
し
た
。
使
用
漢
字
も
同
様

に
原
則
と
し
て
現
行
の
字
体
に
改
め
た
。

　

著
書
や
論
文
の
著
述
者
表
記
に
本
名
と
号
を
併
用
し
て
い
た
り
、
同
一
人
で
あ
っ
て
も

旧
姓
で
の
発
表
論
文
が
あ
る
と
い
っ
た
よ
う
な
場
合
が
あ
る
が
、
発
表
時
の
人
名
表
記
は

改
め
な
か
っ
た
。
検
索
の
際
の
便
宜
を
考
え
て
の
措
置
で
あ
る
。

　

ま
た
、
学
会
誌
や
紀
要
等
の
逐
次
刊
行
物
に
掲
載
し
た
論
考
を
、
後
に
刊
行
し
た
単
行

本
に
収
め
て
い
る
よ
う
な
例
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
原
則
的
に
初
出
の
み
の
記

載
と
し
た
。

　

副
題
の
付
し
方
は
論
考
に
よ
っ
て
様
々
で
あ
る
が
、
本
目
録
に
お
い
て
は
す
べ
て

「

―
」
を
用
い
て
記
し
た
。

　

な
お
、
石
門
心
学
に
関
係
す
る
研
究
誌
に
つ
い
て
は
、
同
名
同
号
表
記
で
あ
っ
て
も
発

行
時
期
の
み
な
ら
ず
発
行
主
体
ま
で
も
が
異
な
る
場
合
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
論
文
の
掲

載
研
究
誌
の
発
行
主
体
に
つ
い
て
は
、
以
下
に
示
す
発
行
期
間
を
参
考
に
し
て
特
定
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

こ
こ
ろ
（
石
門
心
学
会
）
1
〜
132 

昭
28
〜
62

　

こ
こ
ろ
〔
復
刊
〕（
石
門
心
学
会
）
1
―

1
〜 

平
13
〜

　

心
学
（
心
学
参
前
舎
）
1
〜
121 

昭
7
〜
17

　

心
学
（
石
門
心
学
振
興
会
）
122
〜
138 

昭
17
〜
19

　

心
学
（
石
門
心
学
会
）
1
〜
11 

昭
24
〜
27

　

心
学
〔「
心
学
道
話
」
改
題
〕（
心
学
参
前
舎
）
1
〜
8 

昭
40
〜
47

　

心
学
道
話
（
参
前
舎
）
1
〜
43 

大
11
〜
昭
9

　

心
学
道
話
（
心
学
参
前
舎
）
1
〜
63 

昭
26
〜
38

　

心
学
道
話
〔
復
刊
〕（
心
学
参
前
舎
）
1
〜
13 

昭
53
〜
平
1

原
典
の
覆
刻
本

赤
堀
又
次
郎
（
編
）『
心
学
叢
書
』
全
六
編
、
博
文
館
、
明
37
〜
38
。

《
第
一
編
》
売
卜
先
生
安
楽
伝
授
、
売
卜
先
生
糠
俵
、
売
卜
先
生
糠
俵
後
編
、
斉
家

論
、
銭
湯
新
話
、
民
の
繁
栄
。《
第
二
編
》
松
翁
道
話
、
雨
や
ど
り
、
孝
行
に
な
る

の
伝
授
、
福
相
に
な
る
の
伝
授
、
目
の
前
、
勧
善
小
語
。《
第
三
編
》御
代
の
恩
沢
、

銀
の
な
る
木
の
伝
授
、
和
合
長
久
の
伝
授
、
都
鄙
問
答
。《
第
四
編
》立
身
始
末
鑑
、

案
山
子
草
、
鳩
翁
道
話
。《
第
五
編
》
鸚
鵡
問
答
、
有
べ
か
ゝ
り
、
五
用
心
慎
草
、

長
命
に
な
る
の
伝
授
、
道
の
こ
だ
ま
、
道
得
問
答
、
聖
賢
証
語
国
字
解
、
身
体
柱

立
。《
第
六
編
》
や
し
な
ひ
草
、
為
学
玉
箒
、
男
子
女
子
前
訓
、
石
田
先
生
事
蹟
。

足
立
栗
園
（
編
）『
日
本
道
徳
叢
書
』
全
三
編
、
開
発
社
、
明
34
〜
35
。

《
第
一
編
》
都
鄙
問
答
、
会
友
大
旨
。《
第
二
編
》
都
鄙
問
答
続
。《
第
三
編
》
道
得

問
答
。

同
前
（
校
訂
）『
都
鄙
問
答
』、
岩
波
文
庫
、
昭
10
。

池
田
市
史
編
纂
委
員
会
（
編
）『
池
田
市
史
資
料
編
』
第
七
巻
所
収
、「
立
教
舎
心
学
関
係

資
料
」、
池
田
市
、
昭
62
。

石
川
謙
『
心
学
精
粋
』（
日
本
精
神
叢
書
11
）、
文
部
省
思
想
局
、
昭
9
（
日
本
文
化
協
会

出
版
部
・
昭
10
、
光
文
社
・
昭
14
、
内
閣
印
刷
局
・
昭
15
）。

同
前
（
校
訂
）『
鳩
翁
道
話
』、
岩
波
文
庫
、
昭
10
。

同
前
（
校
訂
）『
道
二
翁
道
話
』、
岩
波
文
庫
、
昭
10
。

同
前
（
校
訂
）『
松
翁
道
話
』、
岩
波
文
庫
、
昭
11
。

同
前
（
校
訂
）『
愚
翁
道
話
』、
光
風
館
、
昭
16
。

同
前
（
編
）『
心
学
道
話
精
粋
』、
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
、
昭
22
。

道
二
翁
道
話
、
続
々
鳩
翁
道
話
、
心
学
道
の
話
、
雨
や
ど
り
、
目
の
前
、
松
翁
道

話
、
心
学
道
話
聴
聞
の
図
。

同
前
（
編
）『
心
学
者
の
言
葉
』（
教
育
文
庫
）、
金
子
書
房
、
昭
27
。

石
田
梅
岩
篇
（
勝
部
真
長
）、
手
島
堵
庵
篇
（
古
田
紹
欽
）、
中
沢
道
二
篇
（
長
谷
川

鑛
平
）、
奥
田
頼
杖
篇
（
縄
田
二
郎
）、
宮
本
愚
翁
篇
（
縄
田
二
郎
）。
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同
前
（
校
註
）『
心
学
集
初
入
咄
篇
（
そ
の
一
〜
三
）』（
こ
こ
ろ
24
、
26
、
29
）、
石
門
心

学
会
、
昭
32
〜
33
。

《
そ
の
一
》
手
島
先
生
口
授
話
。《
そ
の
二
》
中
沢
道
二
先
生
初
入
咄
。《
そ
の
三
》

敬
説
、
心
学
五
則
。

同
前
（
校
訂
）『
忠
雄
聞
書

―
あ
る
大
名
の
家
庭
に
お
け
る
心
学
修
行
の
実
録
』、
石
門

心
学
会
、
昭
38
。

石
川
謙
・
田
辺
肥
洲
（
校
訂
）『
都
鄙
問
答
』（
こ
こ
ろ
80
・
81
・
82
）、
石
門
心
学
会
、

昭
42
。

石
川
謙
（
校
注
）・
石
川
松
太
郎
（
解
説
）・
相
原
麻
紀
（
校
訂
）『
校
注　

中
沢
先
生　

初
入
咄
』、
石
門
心
学
会
、
平
21
。

石
田
文
四
郎
（
編
）『
心
学
道
話
集
粋
』、
教
文
社
、
昭
11
。

鳩
翁
道
話
、
堵
庵
道
話
、
男
子
女
子
前
訓
、
男
子
女
子
前
訓
付
録
、
松
翁
道
話
、
都

鄙
問
答
。

井
上
豊
太
郎
（
撰
）『
和
歌
山
心
学
資
料
小
叢
』、
起
雲
閣
、
昭
12
。

大
野
政
雄
（
校
訂
）『
講
席
日
誌
・
遊
紫
霄
巌
記
（
二
木
長
嘯
稿
）』（
飛
騨
春
秋
150
）、
高

山
市
民
時
報
社
、
昭
45
。

大
町
桂
月
（
校
訂
）『
心
学
道
話
』（
学
生
文
庫
9
）、
至
誠
堂
、
明
44
。

売
卜
先
生
安
楽
伝
授
、
銀
の
な
る
木
の
伝
授
、
開
運
出
世
伝
授
、
福
相
に
な
る
の
伝

授
、
和
合
長
久
の
伝
授
、
長
命
に
な
る
の
伝
授
、
鳩
翁
道
話
、
続
鳩
翁
道
話
。

同
前
（
校
訂
）『
新
訂
続
心
学
道
話
』（
学
生
文
庫
26
）、
至
誠
堂
、
明
45
。

御
代
の
恩
沢
、
雨
や
ど
り
、
売
卜
先
生
糠
俵
、
続
々
鳩
翁
道
話
、
斉
家
論
。

小
高
敏
郎
・
家
永
三
郎
・
尾
藤
正
英
他
（
校
注
）『
近
世
思
想
家
文
集
』（
日
本
古
典
文
学

大
系
97
）
所
収
、「
都
鄙
問
答
」、
岩
波
書
店
、
昭
41
。

加
藤
周
一
（
編
）『
富
永
仲
基
・
石
田
梅
岩
』（
日
本
の
名
著
18
）
所
収
、「
都
鄙
問
答
」「
石

田
先
生
語
録
（
抄
）」、
中
央
公
論
社
、
昭
47
。

加
藤
咄
堂
（
監
修
）・
高
倉
嘉
夫
（
編
）『
心
学
道
話
全
集
』
六
冊
、
忠
誠
堂
、
昭
3
。

《
第
一
冊
》
鳩
翁
道
話
、
銀
の
な
る
木
の
伝
授
、
和
合
長
久
の
伝
授
、
開
運
出
世
の

伝
授
、
売
卜
先
生
安
楽
伝
授
、
売
卜
先
生
糠
俵
。《
第
二
冊
》
御
代
の
恩
沢
、
孝
行

に
な
る
の
伝
授
、
福
相
に
な
る
の
伝
授
、
長
命
に
な
る
の
伝
授
、
雨
や
ど
り
、
五
用

心
慎
草
、
目
の
前
、
松
翁
道
話
、
道
の
谺
。《
第
三
冊
》心
学
道
の
話
、
鸚
鵡
問
答
。

《
第
四
冊
》
あ
り
べ
か
ゝ
り
、
民
の
繁
栄
、
銭
湯
新
話
、
勧
善
小
語
、
為
学
玉
箒
、

身
体
柱
立
、
男
子
女
子
前
訓
、
夜
話
荘
治
。《
第
五
冊
》立
身
始
末
鑑
、
道
得
問
答
、

都
鄙
問
答
、
斉
家
論
、
や
し
な
ひ
草
、
石
田
先
生
事
蹟
。《
第
六
冊
》道
二
翁
道
話
、

聖
賢
証
語
国
字
解
、
案
山
子
草
、
町
人
身
体
な
ほ
し
、
家
道
訓
。

黒
岩
一
郎
（
編
）『
新
講
鳩
翁
道
話
』、
明
徳
出
版
社
、
昭
43
。

黒
川
真
道
（
編
）『
心
学
編
』（
日
本
教
育
文
庫
10
）、
同
文
館
、
明
44
。

都
鄙
問
答
、
斉
家
論
、
我
つ
ゑ
、
前
訓
、
目
な
し
用
心
抄
、
有
べ
か
か
り
、
手
島
堵

庵
社
約
、
道
得
問
答
、
売
卜
先
生
糠
俵
、
売
卜
先
生
糠
俵
後
篇
、
売
卜
先
生
安
楽
伝

受
、
孝
行
に
な
る
の
伝
授
、
開
運
出
世
伝
授
、
世
わ
た
り
草
、
道
二
先
生
御
高
札
道

話
、
道
二
翁
道
話
、
松
翁
道
話
、
心
学
寿
草
、
鳩
翁
道
話
、
心
学
道
の
話
初
篇
、
子

守
歌
、
心
学
和
合
歌
、
賤
が
う
た
、
附
録
石
田
先
生
事
蹟
・
手
島
堵
庵
先
生
事
蹟
・

手
島
和
庵
先
生
事
蹟
。

国
民
文
庫
刊
行
会
（
編
）『
道
話
集
』、
国
民
文
庫
刊
行
会
、
明
43
。

鳩
翁
道
話
、
松
翁
道
話
、
民
の
繁
栄
、
目
の
前
、
雨
や
ど
り
、
夜
話
荘
治
、
勧
善
小

話
、
道
得
問
答
、
有
べ
か
か
り
、
斉
家
論
、
都
鄙
問
答
。

小
林
庸
平
（
校
訂
）『
や
し
な
い
草
』、
松
菊
山
房
、
昭
2
。

埼
玉
県
教
育
委
員
会
（
編
）『
埼
玉
県
教
育
史
』
第
二
巻
所
収
、「
下
野
・
常
陸　

遊
説
里

村
の
道
の
記
（
大
島
有
隣
）」、
埼
玉
県
教
育
委
員
会
、
昭
44
。

坂
田
昭
二
（
編
）『
心
学
道
歌
麓
乃
枝
折 

第
一
集
』、
私
家
版
、
平
10
。

佐
藤
清
太
・
縄
田
二
郎
（
校
註
）『
石
田
梅
岩
・
手
島
堵
庵
集
』（
世
界
教
育
宝
典

―
日

本
教
育
編
）、
玉
川
大
学
出
版
部
、
昭
41
。

信
濃
教
育
会
（
編
）『
心
学
道
話
選
』（
信
濃
文
庫
11
）、
信
濃
教
育
会
出
版
部
、
昭
23
。

柴
田
謙
堂
（
編
）『
手
島
堵
庵
全
集
』、
明
倫
舎
、
昭
6
。

柴
田
寅
三
郎
（
編
）『
鳩
翁
遺
稿
』、
刀
江
書
院
、
昭
4
。

柴
田
武
修
（
聞
書
）『
鳩
翁
道
話
』、
偉
業
館
、
明
25
。

柴
田
實
（
編
）『
手
島
和
庵　

朝
倉
雑
話
』、
明
倫
舎
、
昭
15
。

同
前
（
編
）『
石
田
梅
岩
全
集
』
上
・
下
、
明
倫
舎
、
昭
31
〜
32
。

同
前
（
校
訂
）『
鳩
翁
道
話
』（
東
洋
文
庫
154
）、
平
凡
社
、
昭
45
。

鳩
翁
道
話
、
続
鳩
翁
道
話
、
続
々
鳩
翁
道
話
、
鳩
翁
道
話
拾
遺
。

同
前
（
校
訂
）『
石
門
心
学
』（
日
本
思
想
大
系
42
）、
岩
波
書
店
、
昭
46
。

倹
約
斉
家
論
上
・
下
、
石
田
先
生
語
録
（
抄
）、
莫
妄
想
、
坐
談
随
筆
、
知
心
弁
疑
、

児
女
ね
む
り
さ
ま
し
、
前
訓
、
会
友
大
旨
、
心
学
承
伝
之
図
・
聖
賢
証
語
国
字
解

序
、
道
二
翁
道
話
巻
上
下
、
鳩
翁
道
話
一
之
上
下
・
二
之
上
下
・
三
之
上
下
、
松
翁

ひ
と
り
言
、
朱
学
弁
、
心
学
五
則
、
理
学
秘
訣
、
心
学
奥
の
桟
上
中
下
巻
。

同
前
（
編
）『
石
田
梅
岩
全
集
』〔
改
訂
版
〕
上
・
下
、
清
文
堂
、
昭
47
。

《
上
巻
》都
鄙
問
答
四
巻
、
倹
約
斉
家
論
二
巻
、
石
田
先
生
語
録
巻
一
〜
巻
十
二
。《
下
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巻
》
石
田
先
生
語
録
巻
十
三
〜
巻
二
十
四
、
石
田
先
生
語
録
補
遺
、
先
生
問
答
並
門

人
物
語
、
莫
妄
想
、
文
藻
・
遺
墨
雑
篇
、
書
簡
集
、
石
田
先
生
語
録
補
遺
追
加
、
石

田
先
生
事
蹟
、
但
馬
入
湯
道
之
記
、
年
譜
。

同
前
（
編
）『
増
補
手
島
堵
庵
全
集
』〔
改
訂
版
〕、
清
文
堂
、
昭
48
。

町
人
身
体
は
し
ら
立
、
坐
談
随
筆
、
知
心
弁
疑
、
児
女
ね
む
り
さ
ま
し
、
前
訓
、
会

友
大
旨
、
我
津
衛
、
遺
書
講
義
、
女
冥
加
解
、
町
人
身
体
な
を
し
、
安
楽
問
答
、
明

徳
和
賛
、
朝
倉
新
話
、
新
実
語
教
、
目
な
し
用
心
抄
、
為
学
玉
箒
、
為
学
玉
箒
後

篇
、
私
案
な
し
の
説
、
善
導
須
知
、
手
嶋
先
生
口
授
話
、
論
語
講
義
、
堵
菴
先
生
講

義
、
東
郭
先
生
遺
文
、
手
嶋
堵
菴
先
生
事
蹟
、
手
島
先
生
遺
稿
答
問
集
、
東
郭
先
生

遺
文
追
補
。

清
水
俊
（
編
）『
愚
翁
道
話
』、
同
友
社
、
明
41
。

白
石
正
邦
（
編
）『
手
島
堵
庵
心
学
集
』、
岩
波
文
庫
、
昭
9
。

心
学
参
前
舎
（
編
）『
心
学
道
話
』
31
・
32
号
所
収
、「
植
松
自
謙
先
生
事
蹟
」、
昭
5
。

菅
野
則
子
（
解
題
）『
江
戸
時
代
女
性
文
庫
』
69
所
収
、「
心
学
道
話
家
訓
心
得
草
」、
大

空
社
、
平
9
。

大
日
本
思
想
全
集
刊
行
会
（
編
）『
貝
原
益
軒
集
・
平
賀
源
内
集
：
付
心
学
一
派

―
石

田
梅
岩
・
手
島
堵
庵
・
中
沢
道
二
』（
大
日
本
思
想
全
集
5
）、
大
日
本
思
想
全
集
刊
行

会
、
昭
6
。

田
辺
肥
洲
（
校
訂
）『
心
学
道
の
話
』、
協
和
書
院
、
昭
10
。

滝
本
誠
一
（
編
）『
日
本
経
済
叢
書
』
第
八
巻
所
収
、「
都
鄙
問
答
」「
斉
家
論
」、
日
本
経

済
叢
書
刊
行
会
、
大
3
。

武
田
勘
治
・
田
辺
肥
洲
（
編
）『
石
田
梅
岩
教
育
説
選
集
』（
日
本
教
育
文
庫
7
）、
第
一

出
版
協
会
、
昭
12
。

塚
本
哲
三
（
校
訂
）『
心
学
道
話
集
』（
有
朋
堂
文
庫
）、
有
朋
堂
書
店
、
大
3
（
普
及
版
、

昭
20
）。

鳩
翁
道
話
、
続
鳩
翁
道
話
、
続
々
鳩
翁
道
話
、
松
翁
道
話
、
都
鄙
問
答
。

津
山
市
立
津
山
郷
土
館
（
編
）『
津
山
に
お
け
る
心
学
史
料
』（
津
山
郷
土
館
報
11
）、
津

山
郷
土
館
、
昭
53
。

栃
木
県
史
編
さ
ん
委
員
会
（
編
）『
栃
木
県
史
』
史
料
編
近
世
三
所
収
、「
下
野
・
常
陸　

遊
説
里
村
の
道
の
記
（
大
島
有
隣
）」、
栃
木
県
、
昭
50
。

中
村
幸
彦
（
編
）『
安
藤
昌
益
・
富
永
仲
基
・
三
浦
梅
園
・
石
田
梅
岩
・
二
宮
尊
徳
・
海

保
青
陵
集
』（
日
本
の
思
想
18
）
所
収
、「
斉
家
論
」、
筑
摩
書
房
、
昭
46
。

西
晋
一
郎
『
尊
徳
・
梅
岩
』（
大
教
育
家
文
庫
5
）、
岩
波
書
店
、
昭
13
。

日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
（
編
）『
近
世
庶
民
教
育
思
想 

石
門
心
学
』（
日
本
教
育
思
想
大
系

7
）
上
・
下
、
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
昭
54
。

《
上
巻
》鳩
翁
道
話
、
松
翁
道
話
、
民
の
繁
栄
、
目
の
前
、
雨
や
ど
り
、
夜
話
荘
治
、

勧
善
小
話
、
道
得
問
答
、
有
べ
か
ゝ
り
、
斉
家
論
、
都
鄙
問
答
。《
下
巻
》
我
つ
え
、

目
な
し
用
心
抄
、
手
島
堵
庵
社
約
、
売
卜
先
生
糠
俵
、
売
卜
先
生
糠
俵
後
篇
、
売
卜

先
生
安
楽
伝
授
、
孝
行
に
な
る
の
伝
授
、
開
運
出
世
伝
授
、
世
わ
た
り
草
、
道
二
先

生
御
高
札
道
話
、
道
二
翁
道
話
、
心
学
寿
草
、
心
学
道
の
話
初
篇
、
子
守
歌
、
心
学

和
合
歌
、
賤
が
歌
、
石
田
先
生
事
蹟
、
手
島
堵
庵
先
生
事
蹟
、
手
島
和
庵
先
生
事

蹟
、
心
学
根
本
草
、
心
学
初
入
手
引
草
、
会
友
大
旨
、
前
訓
、
為
学
玉
箒
、
知
心
弁

疑
、
坐
談
随
筆
、
朝
倉
新
話
、
安
楽
問
弁
、
子
弟
訓
、
教
訓
我
が
守
。

八
宮
斎
（
校
訂
）『
松
翁
道
話
全
』、
図
書
出
版
、
明
25
。

早
野
元
光
（
撰
）『
贈
正
五
位
石
田
先
生
事
蹟
抄
録
』、
参
前
舎
、
大
7
。

平
野
橘
翁
（
聞
書
）『
石
門
心
学
道
の
話
（
奥
田
寿
太
述
）』、
同
盟
書
房
、
明
25
。

古
田
紹
欽
（
校
訂
）『
鳩
翁
道
話
』（『
古
典
研
究
』
4
―

7
別
冊
付
録
）、
雄
山
閣
、
昭
14
。

同
前
（
校
訂
）『
松
翁
道
話
』（『
古
典
研
究
』
5
―

2
別
冊
付
録
）、
雄
山
閣
、
昭
15
。

同
前
（
校
訂
）『
道
二
翁
道
話
』（『
古
典
研
究
』
6
―

2
別
冊
付
録
）、
雄
山
閣
、
昭
16
。

又
間
安
次
郎
（
編
）『
心
学
道
乃
教
（
無
仏
著
・
無
爵
評
）』、
中
川
書
房
、
明
27
。

松
尾
亮
（
訳
）“D

IA
L

O
G

U
E

S O
F

 C
IT

Y
 A

N
D

 C
O

U
N

T
R

Y
”

（
英
訳
『
都
鄙
問
答
』）、

大
阪
教
育
図
書
、
昭
60
。

守
本
恵
観
（
編
）『
心
学
絵
入
道
歌
百
首
和
解
』、
信
行
社
、
明
19
。

山
田
惣
兵
衛
（
編
）『
心
学
道
話
』、
心
学
参
前
舎
、
昭
9
。

山
田
孝
道
（
編
）『
禅
門
法
語
集
』
所
収
、「
莫
妄
想
」、
光
融
館
、
明
28
。

山
本
櫟
峰
（
編
）『
心
学
全
書
』
全
八
篇
、
文
学
同
志
会
、
明
36
〜
42
。

心
学
養
性
篇
、
心
学
人
間
篇
、
心
学
道
体
篇
、
心
学
道
義
篇
、
心
学
明
徳
篇
、
心
学

性
理
篇
、
心
学
迷
悟
篇
、
心
学
霊
性
篇
。

横
瀬
村
誌
編
さ
ん
委
員
会
（
編
）『
横
瀬
村
誌
』
資
料
編
2
（
江
戸
期
第
二
集
）
所
収
、「
心

学
教
訓
歌
」、
横
瀬
村
（
埼
玉
県
）、
昭
56
。

依
田
喜
一
郎
（
選
訂
）『
心
学
道
話
（
正
続
編
）』、
嵩
山
房
、
大
2
。

鷲
尾
順
敬
（
編
）『
日
本
思
想
闘
諍
史
料
』
第
二
巻
所
収
、「
都
鄙
問
答
」、
名
著
刊
行
会
、

昭
45
。

（52）



4

心
学
一
般
研
究
書

足
立
栗
園
（
編
）・
中
島
力
造
（
閲
）『
近
世
徳
育　

心
学
史
要
』、
右
文
館
、
明
32
。

足
立
栗
園
『
昭
和
心
学
講
話
』、
学
而
書
院
、
昭
11
。

石
川
謙
『
成
人
教
育
運
動
と
し
て
の
心
学
』、
文
部
省
社
会
教
育
局
、
昭
5
。

同
前
『
心
学
講
舎
の
普
及
に
関
す
る
調
査
』、
文
部
省
社
会
教
育
局
、
昭
6
。

同
前
『
心
学
教
化
の
本
質
並
発
達
』、
章
華
社
、
昭
6
（
増
補
版
、
青
史
社
、
昭
57
）。

同
前
『
近
世
社
会
教
育
史
の
研
究
』、
章
華
社
、
昭
9
。

同
前
『
心
学
講
話
』、
章
華
社
、
昭
10
。

同
前
『
石
門
心
学
史
の
研
究
』、
岩
波
書
店
、
昭
13
。

同
前『
近
世
日
本
社
会
教
育
史
の
研
究
』、
東
洋
図
書
、
昭
13（
改
訂
版
、
青
史
社
、
昭
51
）。

同
前
『
石
門
心
学
と
現
代
社
会
思
潮
』（
成
人
教
育
資
料
1
）、
東
京
府
学
務
部
社
会
教
育

課
、
昭
16
。

石
川
謙
・
小
杉
巌
『
堵
庵
と
道
二
』、
藻
岩
書
店
、
昭
16
。

石
川
謙
（
編
）『
心
学
』、
雄
山
閣
、
昭
16
〜
17
。

《
第
一
巻
》
心
学
概
説
（
石
川
謙
）、
広
島
心
学
の
発
達
（
及
川
儀
右
衛
門
）、
心
学

道
話
の
言
語
的
性
格
（
真
下
三
郎
）、
町
人
生
活
と
心
学
思
想
（
長
谷
川
鑛
平
）、
心

学
と
現
代
生
活
（
穂
積
重
遠
）。《
第
二
巻
》
石
門
心
学
と
商
人
意
識
（
宮
本
又
次
）、

道
話
の
本
質
と
そ
の
構
造
（
柴
田
謙
堂
）、
心
学
と
学
生
修
練
（
伊
豆
山
善
太
郎
）、

手
島
堵
庵
と
そ
の
一
統
（
小
杉
巌
）、
静
坐
と
会
輔
（
田
辺
留
蔵
）。《
第
三
巻
》
心

学
と
軍
人
精
神
（
植
村
信
男
）、
心
学
と
教
育
（
宮
田
菱
道
）、
心
学
と
日
本
倫
理
学

（
野
口
恒
樹
）、
道
話
に
見
え
た
る
女
性
（
金
子
彦
二
郎
）、
心
学
活
動
の
現
状
（
高

村
光
次
）、
心
学
と
徳
川
封
建
経
済
政
策
（
野
村
兼
太
郎
）。《
第
四
巻
》
心
学
と
神

道（
河
野
省
三
）、
我
無
し
の
境
地（
山
田
敬
斎
）、
心
学
教
化
の
方
法（
白
石
正
邦
）、

心
学
者
の
社
会
事
業
（
高
橋
俊
乗
）、
隣
保
制
度
と
心
学
（
西
村
精
一
）、
心
学
と
囚

人
教
化（
細
川
亀
市
）。《
第
五
巻
》心
学
の
経
済
思
想（
竹
中
靖
一
）、
心
学
と
禅（
伊

豆
山
善
太
郎
）、
心
学
に
関
す
る
文
献
（
小
森
嘉
一
）。《
第
六
巻
》
心
学
と
国
体
（
河

野
省
三
）、
心
学
と
国
学
（
筧
泰
彦
）、
石
田
梅
岩
と
日
本
精
神
（
乙
竹
岩
造
）、
心

学
と
仏
教（
古
田
紹
欽
）、
鳩
翁
と
遊
翁（
柴
田
實
）、
道
二
と
有
隣（
石
沢
要
）。《
第

七
巻
》
石
門
心
学
史
論
（
勝
部
真
長
）、
大
阪
心
学
の
発
達
（
柴
田
實
）、
心
学
と
諸

侯
の
交
渉
（
松
平
定
光
）、
一
窓
と
柳
泓
（
渡
辺
徹
）、
心
学
研
究
の
現
状
（
長
谷
川

鑛
平
）。

同
前
『
心
学
と
現
代
生
活
』（
ラ
ジ
オ
新
書
73
）、
日
本
放
送
出
版
協
会
、
昭
17
。

同
前
『
石
田
梅
岩
』（
日
本
教
育
先
哲
叢
書
）、
文
教
書
院
、
昭
18
。

同
前
『
教
化
の
方
法
を
話
題
と
し
て
石
門
心
学
を
語
る
』、
広
島
図
書
、
昭
24
。

同
前
『
高
松
宮
殿
下
の
御
言
葉　

昭
和
心
学
の
在
り
方
』、
広
島
図
書
、
昭
24
。

同
前
『
心
学

―
江
戸
の
庶
民
哲
学
』（
日
経
新
書
7
）、
日
本
経
済
新
聞
社
、
昭
39
。

同
前
（
述
）『
心
学
の
話

―
経
済
界
の
動
向
と
新
教
育
』、
石
門
心
学
会
金
沢
支
部
、
昭

42
。

同
前
『
石
田
梅
岩
と
「
都
鄙
問
答
」』、
岩
波
書
店
、
昭
43
。

伊
豆
山
格
堂
（
編
）『
社
団
法
人
心
学
参
前
舎
一
覧
』、
心
学
参
前
舎
、
大
13
。

磯
辺
実
『
心
学
入
門
』、
京
都
教
育
図
書
、
昭
17
。

同
前
『
こ
こ
ろ
の
哲
学

―
石
門
心
学
を
め
ぐ
っ
て
』、
京
都
教
育
図
書
、
昭
18
。

稲
垣
国
三
郎
『
大
阪
心
学
の
開
祖
中
井
利
安
の
事
蹟
』、
中
井
利
安
先
生
事
蹟
顕
彰
会
、

昭
6
。

同
前
（
編
）『
石
門
心
学
の
大
家
鎌
田
一
窓
と
鎌
田
柳
泓
』、
私
家
版
、
昭
7
。

今
井
淳
・
山
本
眞
功
（
編
）『
石
門
心
学
の
思
想
』、
ぺ
り
か
ん
社
、
平
18
。

万
事
物
の
法
に
随
ふ
の
み

―
石
田
梅
岩
試
論
（
山
本
眞
功
）、
マ
ス
ロ
ー
グ
の
教

説

―
石
田
梅
岩
と
心
学
道
話
の
「
語
り
」（
辻
本
雅
史
）、
石
田
梅
岩
の
「
倹
約
」

―
経
済
思
想
史
か
ら
の
一
考
察
（
川
口
浩
）、
石
田
梅
岩
と
石
門
心
学
の
経
済
倫

理
（
芹
川
博
通
）、
石
門
心
学
に
お
け
る
実
践
倫
理
の
転
回

―
梅
岩
か
ら
堵
庵
へ

（
逆
井
孝
仁
）、
尊
性
堂
と
飯
岡
義
斎

―
梅
岩
学
の
普
及
と
転
回
と（
山
中
浩
之
）、

鎌
田
柳
泓
研
究
（
木
南
卓
一
）、
下
野
に
お
け
る
心
学
の
導
入
と
農
民
教
化
の
展
開

（
入
江
宏
）、
石
門
心
学
活
動
の
経
済
背
景

―
常
陸
国
小
田
尽
心
舎
の
場
合
（
齊
藤

茂
）、
飛
騨
の
心
学
運
動

―
二
木
長
嘯
の『
講
席
日
誌
』〈
付　

大
野
政
雄
校
訂『
講

席
日
誌
』『
遊
紫
霄
厳
記
』〉（
今
井
淳
）、
文
政
期
下
館
町
に
お
け
る
石
門
心
学
の
青

少
年
教
化
の
実
際

―
中
村
兵
左
衛
門
家
文
書
「
心
学
こ
ゝ
ろ
の
し
ら
べ
」
の
紹
介

（
長
谷
川
伸
三
）、
心
学
書
の
文
章
（
木
坂
基
）、
石
門
心
学
と
陽
明
学
（
吉
田
公

平
）、
教
育
史
教
育
・
研
究
と
石
門
心
学
の
教
化
思
想

―
明
治
・
大
正
初
期
を
中

心
に
（
石
川
松
太
郎
）、
研
究
文
献
目
録
。

岩
内
誠
一
『
教
育
家
と
し
て
の
石
田
梅
岩
』、
立
命
館
出
版
部
、
昭
9
。

同
前
（
編
）『
手
島
堵
庵
先
生
と
八
文
字
屋
自
笑
翁
』、
京
都
市
生
祥
尋
常
小
学
校
、
大

3
。

及
川
儀
右
衛
門
『
石
門
心
学
小
観
』、
目
黒
書
店
、
昭
17
。

及
川
大
渓
『
広
島
の
心
学
』、
国
書
刊
行
会
、
昭
49
。

大
川
周
明
『
平
民
の
教
師
石
田
梅
岩
』（
日
本
精
神
研
究
3
）、
社
会
教
育
研
究
所
、
大

（51）
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。

大
阪
市
民
局
文
化
課（
編
）『
大
阪
心
学
の
発
達

―
心
学
の
社
会
教
化
と
戦
時
生
活
』（
大

阪
の
先
賢
と
史
蹟
1
）、
大
阪
市
役
所
、
昭
19
。

岡
部
栄
信
（
北
甘
閑
人
）（
編
）『
通
俗
心
学
す
ゝ
め
』、
上
毛
新
聞
社
出
版
局
、
昭
24
（
復

刻
版
、
同
前
、
平
7
）。

同
前
『
通
俗
心
学
の
手
引
』、
上
毛
新
聞
社
出
版
局
、
昭
25
（
復
刻
版
、
平
7
）。

恩
田
満『
占
い
師「
売
卜
先
生
」の
講
話

―
孝
行
と
信
義
の
す
す
め
』、
大
学
教
育
出
版
、

平
20
。

片
岡
龍
・
金
泰
昌（
編
）『
石
田
梅
岩

―
公
共
商
道
の
志
を
実
践
し
た
町
人
教
育
者
』（
公

共
す
る
人
間
2
）、
東
京
大
学
出
版
会
、
平
23
。

石
田
梅
岩
の
普
遍
主
義

―
閉
ざ
さ
れ
た
国
家
的
秩
序
の
中
か
ら
（
川
田
耕
）、
経

済
社
会
化
の
時
代
に
お
け
る
公
共
性
追
求
の
様
相

―
石
田
梅
岩
の
場
合
（
高
熙

卓
）、
石
田
梅
岩
の
学
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム

―
海
保
青
陵
と
の
比
較
か
ら
（
徳
盛

誠
）、
石
田
梅
岩
の
「
心
を
知
る
」
と
は

―
実
存
的
主
体
と
し
て
生
を
共
に
活
き

る
（
喜
田
勲
）、
石
田
梅
岩
の
思
想
の
公
共
性
と
言
語
観
（
ジ
ョ
ン
・
タ
ッ
カ
ー
）、

石
田
梅
岩
の
思
想

―
共
媒
、
共
働
、
共
福
（
韓
立
紅
）、
町
人
の
学
問
か
ら
み
る

公
共
哲
学

―
石
田
梅
岩
の
「
商
人
道
」
を
中
心
に
（
于
臣
）、
石
田
梅
岩
か
ら
考

え
る
「
公
共
す
る
」
実
践
（
片
岡
龍
）、
石
田
梅
岩
を
公
共
哲
学
す
る
（
金
泰
昌
）、

石
田
梅
岩
に
お
け
る
商
心
商
道
（
古
藤
友
子
）、
梅
岩
前
史
、
主
要
著
作
解
説
（
片

岡
龍
）。

川
尻
宝
岑
（
講
話
）『
心
学
道
話
』、
静
岡
心
学
道
話
会
、
明
38
。

韓
立
紅
『
石
田
梅
岩
与
陸
象
山
思
想
比
較
研
究
』、
天
津
人
民
出
版
社
、
平
11
。

木
南
卓
一
『
石
田
梅
岩
私
新
抄
』、
私
家
版
、
昭
60
。

同
前
『
中
沢
道
二
私
新
抄
』、
私
家
版
、
昭
63
。

同
前
『
手
島
堵
庵
私
新
抄
』、
私
家
版
、
平
4
。

倉
本
長
治
『
石
田
梅
岩
ノ
ー
ト
』、
商
業
界
、
昭
53
（
倉
本
長
治
著
作
選
集
6
『
商
い
の

倫
理

―
石
田
梅
岩
ノ
ー
ト
』、
商
業
界
、
昭
57
）。

黒
田
源
六
『
石
門
心
学
と
石
城
地
方
』、
石
門
心
学
会
磐
城
支
部
、
昭
25
。

狐
峰
学
人
『
心
学
人
の
道
』、
忠
誠
堂
、
大
6
。

笹
川
臨
風
（
編
）『
通
俗
心
学
道
話
』（
通
俗
叢
書
）、
通
俗
教
育
普
及
会
、
大
4
。

薩
埵
章
『
薩
埵
家
弐
百
五
拾
年
史
』、
私
家
版
、
昭
63
。

同
前
『
薩
埵
物
語
』、
私
家
版
、
平
2
。

同
前
『
薩
埵
物
語
（
第
二
編
）―
貧
乏
物
語
』、
私
家
版
、
平
4
。

佐
藤
清
太
『
心
学
と
社
会
教
育
』（
Ｉ
Ｄ
Ｅ
教
育
選
書
116
）、
民
主
教
育
協
会
、
昭
32
。

柴
田
謙
二
郎
（
編
）『
社
団
法
人
明
倫
舎
』、
明
倫
舎
、
昭
7
。

柴
田
謙
堂
『
石
門
心
学
提
要
』、
心
学
修
正
舎
、
大
15
。

同
前
（
述
）『
石
門
心
学
謙
堂
道
話
』
全
四
冊
、
心
学
修
正
舎
、
昭
3
。

柴
田
實
（
編
）『
艾
軒
独
言
』（
柴
田
遊
翁
）、
心
学
修
正
舎
、
昭
18
。

同
前
『
石
田
梅
岩
』（
人
物
叢
書
94
）、
吉
川
弘
文
館
、
昭
37
。

同
前
『
心
学
の
伝
統
』、
新
教
育
懇
話
会
、
昭
39
。

同
前
『
心
学
』（
日
本
歴
史
新
書
）、
至
文
堂
、
昭
42
。

同
前
『
梅
岩
と
そ
の
門
流

―
石
門
心
学
史
研
究
』、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
昭
53
。

白
石
正
邦
『
石
門
心
学
の
研
究
』、
成
美
堂
書
店
、
大
9
。

白
石
正
邦
・
田
辺
肥
洲
『
石
田
梅
岩
』、
藻
岩
書
店
、
昭
16
。

心
学
参
前
舎
（
編
）『
心
学
が
拓
く
21
世
紀
の
日
本
』、
心
学
参
前
舎
、
平
13
。

杉
浦
丘
園
『
石
門
心
学
関
係
図
書
及
資
料
』（
雲
泉
荘
山
誌
3
）、
私
家
版
、
昭
7
。

大
心
如
空
居
士
（
長
瀬
彦
太
郎
）『
心
学
文
盲
真
話
』、
私
家
版
、
明
40
。

高
橋
佐
久
松
（
編
）『
石
門
心
学
と
現
代
社
会
思
潮
』（
成
人
教
育
資
料
1
）、
東
京
府
学

務
部
社
会
教
育
課
、
昭
16
。

高
橋
淡
水
『
心
学
修
養
物
語
』、
下
村
書
店
、
大
9
。

竹
中
靖
一
『
石
田
梅
岩
の
生
涯
と
学
問
』（
経
済
史
話
叢
書
1
）、
竜
吟
社
、
昭
17
。

同
前『
石
門
心
学
の
経
済
思
想
』、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
昭
37（
増
補
版
、
昭
47
。
復
刻
版
、

平
10
）。

同
前『
日
本
的
経
営
の
源
流

―
心
学
の
経
営
理
念
を
め
ぐ
っ
て
』、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、

昭
52
。

田
中
孝
海
（
編
）『
石
門
心
学
関
係
資
料
集
』、
京
都
学
園
大
学
総
合
研
究
所
、
平
12
。

田
中
義
能
『
心
学
概
説
』、
日
本
学
術
研
究
会
、
昭
7
。

田
辺
肥
洲
『
丹
波
の
聖
者
・
心
学
の
開
祖　

石
田
梅
岩
先
生
物
語
』、
教
文
社
（
石
田
梅

岩
先
生
遺
徳
顕
彰
会
・
心
学
参
前
舎
）、
昭
55
。

何
野
何
兵
衛（
原
案
）・
痩
々
亭
骨
皮
道
人（
西
森
武
城
）（
補
綴
）『
心
学
道
話　

物
知
顔
』、

東
京
共
隆
社
、
明
29
。

西
晋
一
郎
『
尊
徳
・
梅
岩
』（
大
教
育
家
文
庫
5
）、
岩
波
書
店
、
昭
13
。

西
谷
忠
雄
『
心
学
大
家
太
田
垣
羽
山
先
生
之
伝
』、
私
家
版
、
昭
5
。

野
口
恒
樹
『
心
学
序
説
』、
弘
文
堂
書
房
、
昭
19
。

野
村
斐
水
（
編
）『
心
学
名
話
泉
』、
想
泉
閣
、
大
13
。

長
谷
川
鑛
平
（
撰
）『
道
二
翁
の
道
話　

要
約
再
話
』、
私
家
版
、
平
1
。
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広
島
県
振
興
課
（
編
）『
第
1
輯　

広
島
心
学
の
話
』、
広
島
県
、
昭
17
。

同
前
『
第
2
輯　

広
島
心
学
の
話
』、
広
島
県
、
昭
17
。

福
禄
寿
人
『
経
済
心
学　

逸
話
道
話
』、
磯
部
甲
陽
堂
、
大
8
。

富
士
川
游
『
石
田
梅
岩
』（
新
選
妙
好
人
伝
第
七
編
）、
厚
徳
書
院
、
昭
12
。

古
田
紹
欽
・
今
井
淳
（
編
）『
石
田
梅
岩
の
思
想

―「
心
」
と
「
倹
約
」
の
哲
学
』、
ぺ

り
か
ん
社
、
昭
54
。

石
田
梅
岩
の
時
代
（
竹
中
靖
一
）、「
通
俗
道
徳
」
の
思
想
構
造

―「
心
」
の
哲
学

成
立
の
思
想
史
的
意
義
（
逆
井
孝
仁
）、
石
田
梅
岩
論
（
源
了
圓
）、
石
田
梅
岩
の
思

想
（
相
良
亨
）、
石
田
梅
岩
の
「
形
」
と
「
心
」
の
問
題
（
今
井
淳
）、『
都
鄙
問
答
』

を
め
ぐ
っ
て

―
そ
の
孝
行
論（
古
田
紹
欽
）、
石
田
梅
岩
と
増
穂
残
口（
柴
田
實
）、

梅
岩
の
教
学
と
神
道
（
多
田
顕
）、
石
川
謙
の
石
門
心
学
史
研
究
（
石
川
松
太
郎
）、

石
田
梅
岩
略
年
譜
、
心
学
研
究
文
献
。

堀
内
新
泉
『
学
生
心
学
』、
成
功
雑
誌
社
、
明
44
。

松
尾
音
次
郎
『
明
治
心
学
道
話
』、
警
醒
社
書
店
、
明
34
。

森
田
健
司
『
石
門
心
学
と
近
代

―
思
想
史
学
か
ら
の
近
接
』、
八
千
代
出
版
、
平
24
。

文
部
省
社
会
教
育
局
（
編
）『
成
人
教
育
運
動
と
し
て
の
心
学
』（
社
会
教
育
叢
書
26
）、

文
部
省
、
昭
5
。

同
前
（
編
）『
心
学
講
舎
の
普
及
に
関
す
る
調
査
』（
社
会
教
育
叢
書
27
）、
文
部
省
、
昭

6
。

山
田
敬
斎
『
石
門
心
学
入
門
』、
心
学
参
前
舎
、
昭
17
。

同
前
（
述
）『
石
門
心
学
講
話
』、
道
義
昂
揚
推
進
会
、
昭
29
。

山
田
惣
兵
衛
（
編
）『
東
北
心
学
研
究
』（
心
学
道
話
41
）、
心
学
参
前
舎
、
昭
7
。

山
本
安
蔵
『
大
正
心
学
国
民
道
徳
綱
領
』、
心
学
明
誠
舎
、
大
7
。

同
前
『
心
学
明
誠
舎
の
起
源
』、
心
学
明
誠
舎
、
大
11
（
改
版
本
、
昭
6
）。

渡
辺
徹『
本
邦
最
初
の
経
験
的
心
理
学
者
と
し
て
の
鎌
田
鵬
の
研
究
』、
中
興
館
、
昭
15
。

研
究
論
文

青
木
賢
次
郎
「
尽
心
舎
活
動
の
一
端
に
名
教
を
偲
ぶ
」（
こ
こ
ろ
122
、
昭
56
）。

秋
村
生
「
石
田
梅
岩

―
石
田
先
生
事
蹟
に
拠
る
」（
教
育
学
術
界
、
58
―

3
、
昭
3
）。

秋
山
謙
蔵
「
心
学
教
化
と
明
治
維
新
」（
教
育
3
―

10
、
昭
10
）。

浅
山
雅
司
「
石
田
梅
岩
の
三
教
観
に
つ
い
て

―
梅
岩
の
使
用
し
た
比
喩
を
中
心
に
」（
国

学
院
大
学
大
学
院
紀
要
〈
文
学
研
究
科
〉
29
、
平
10
）、「
石
田
梅
岩
の
神
観
念
に
つ
い

て
」（
神
道
宗
教
177
、
平
12
）、「
石
田
梅
岩
の
神
観
念
の
特
色
」（
同
前
178
、
平
12
）、「
石

田
梅
岩
の
神
道
思
想
の
形
成

―
要
因
と
し
て
の
増
穂
残
口
」（
神
道
古
典
研
究
所
紀

要
9
、
平
15
）、「
近
世
神
道
の
通
俗
教
化
研
究
の
現
状
と
課
題
」（
国
学
院
雑
誌
104
―

11
、
平
15
）。

足
立
栗
園
「
梅
岩
先
生
の
精
神
」（
心
学
道
話
34
、
昭
5
）、「
大
島
有
隣
翁
の
教
化
」（
同

前
40
、
昭
7
）、「
徳
水
翁
の
庄
内
教
化
と
雑
感
」（
同
前
41
、
昭
7
）、「
非
常
時
と
心

学
」（
心
学
11
、
昭
8
）、「
農
村
教
化
と
石
田
梅
岩
」（
同
前
22
・
23
、
昭
9
）。

阿
南
養
素
「
戦
時
に
於
け
る
心
学
」（
心
学
138
、
昭
19
）。

荒
木
三
恵
「
石
田
梅
岩
著
『
斉
家
論
』
に
展
開
さ
れ
る
「
倹
約
」
の
教
育
理
念
に
つ
い
て
」

（
日
本
女
子
大
学
・
人
間
研
究
18
、
昭
57
）。

有
馬
祐
政
「
石
田
梅
岩
の
仏
教
観
」（
無
尽
燈
8
―

8
、
昭
36
）。

飯
塚
修
三
「
山
田
俊
卿
と
心
学
明
誠
舎
」（
日
本
医
史
学
会
関
西
支
部
・
医
譚
86
、
平
19
）。

生
松
敬
三
「
町
人
文
学
と
町
人
道
徳
」（
東
洋
文
化
15
・
16
、
昭
29
）。

池
田
昭
「
ベ
ラ
ー
に
お
け
る
心
学
の
見
方

―
と
く
に
日
本
宗
教
の
類
型
論
と
の
連
関
に

お
い
て
」（
こ
こ
ろ
66
、
昭
40
）。

石
川
謙
「
手
島
堵
庵
先
生
の
湯
呑
と
方
言
」（
心
学
道
話
32
、
昭
5
）、「
心
学
運
動
を
通

ほ
し
て
見
た
る
江
戸
後
期
の
社
会
教
育
」（
教
育
論
叢
23
―

6
、
昭
5
）、「
心
学
者
手
島

堵
庵
と
中
沢
道
二
の
活
動
」（
同
前
25
―

1
、
昭
6
）、「
武
家
階
級
に
於
け
る
心
学
の
普

及
と
心
学
教
化
に
関
す
る
諸
藩
の
施
設
」（
教
育
学
術
界
63
―

2
、
昭
6
）、「
心
学
教
化

概
観
」（
帝
国
公
民
教
育
協
会
・
公
民
教
育
1
―

7
、
昭
6
）、「
心
学
教
化
の
普
及
」（
同

前
1
―

8
、
昭
6
）、「
関
東
心
学
に
於
け
る
関
口
保
宣
と
大
島
有
隣
」（
心
学
道
話
37
、

昭
6
）、「
大
島
有
隣
先
生
詞
藻
」（
同
前
40
、
昭
7
）、「
大
島
有
隣
先
生
の
生
涯
と
そ

の
事
業
」（
同
前
40
、
昭
7
）、「
埼
玉
心
学
発
達
の
概
況
と
関
口
保
宣
」（
同
前
40
、
昭

7
）、「
東
北
地
方
に
於
る
心
学
教
化
の
発
達
」（
同
前
41
、
昭
7
）、「
東
北
地
方
に
於

る
心
学
分
布
図
」（
同
前
41
、
昭
7
）、「
心
学
史
研
究
の
発
達
」（
教
育
論
叢
28
―

6
、

昭
7
）、「
ど
う
し
て
心
学
は
社
会
に
迎
え
ら
れ
た
か
」（
心
学
3
、
昭
7
）、「
武
士
階
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級
に
於
け
る
心
学
教
化
の
特
質
」（
同
前
14
、
昭
8
）、「
武
家
階
級
に
於
け
る
心
学
教

化
の
本
質
」（
道
徳
教
育
協
会
・
道
徳
教
育
2
―

10
、
昭
8
）、「
心
学
普
及
の
歴
史
地
理

的
景
観
」（
教
育
1
―

3
、
昭
8
）、「
尾
三
地
方
の
石
門
心
学
」（
愛
知
教
育
551
、
昭
8
）、

「
心
学
に
於
け
る
女
子
教
訓
」（
心
学
19
、
昭
9
）、「
本
多
忠
籌
と
石
門
心
学
」（
同
前

22
、
昭
9
）、「
石
田
梅
岩
の
生
活
と
其
思
想
」（
同
前
27
、
昭
9
）、「
鳩
翁
の
教
化
活

動
の
一
特
色
」（
同
前
30
、
昭
9
）、「
中
沢
道
二
翁
の
道
話
」（
同
前
40
、
昭
10
）、「
柴

田
鳩
翁
の
生
涯
と
其
の
心
学
思
想
」（
法
政
大
学
日
本
精
神
史
学
会
・
日
本
精
神
史
論

纂
2
、
岩
波
書
店
、
昭
10
）、「
心
学
思
想
の
変
遷
（
一
・
二
）」（
教
育
5
―

10
、
12
、
昭

12
）、「
心
学
思
想
の
変
遷
」（
古
典
研
究
4
―

7
、
昭
14
）、「
道
話
史
上
に
於
る
『
松
翁

道
話
』
の
地
位
」（
同
前
5
―

2
、
昭
15
）、「
石
門
心
学
と
現
代
の
教
育
」（
愛
知
教
育

625
、
昭
15
）、「
石
門
心
学
と
現
代
の
教
育
」（
概
観
日
本
教
育
史
、
東
洋
図
書
、
昭

15
）、「
中
沢
道
二
の
生
涯
と
其
の
心
学
思
想
」（
古
典
研
究
6
―

2
、
昭
16
）、「
石
門
心

学
と
現
代
社
会
思
想
（
一
〜
三
）」（
心
学
116
、
117
、
118
、
昭
17
）、「
極
積
的
人
生
と
心

学
」（
同
前
125
、
昭
17
）、「
最
近
の
心
学
活
動
」（
同
前
131
、
昭
18
）、「
心
学
と
現
代
生

活
」（
同
前
138
、
昭
19
）、「
心
学
教
化
の
方
法
」（
公
民
教
育
講
座
2
、
社
会
教
育
協
会
、

昭
22
）、「
経
学
の
鳩
巣
と
心
学
の
梅
岩
」（
理
想
218
、
昭
26
）、「
心
学
と
い
う
も
の
」（
こ

こ
ろ
5
、
昭
29
）、「
心
学
の
話（
一
・
二
）」（
同
前
17
、
18
、
昭
31
）、「
石
門
心
学
」（
同

前
59
、
昭
39
）、「
都
鄙
問
答
の
基
本
思
想
」（
同
前
84
、
昭
43
）、「
心
学
の
話

―
経

済
界
の
動
向
と
新
教
育
」（
同
前
92
・
93
、
昭
44
）、「
心
学
思
想
の
根
本
問
題
」（
岡
崎

女
子
短
期
大
学
研
究
報
告
3
、
昭
45
）、「
心
学
道
話
（
遺
稿
）」（
こ
こ
ろ
96
、
昭
45
）、

「
心
学
の
話
（
遺
稿
）」（
同
前
97
、
昭
45
）、「
石
田
梅
岩
に
お
け
る
行
と
思
想
と
の
発

展
（
遺
稿
）」（
同
前
98
、
昭
46
）、「
石
門
心
学
と
い
う
名
称
（
遺
稿
）」（
同
前
99
、
昭

46
）、「
起
源
か
ら
見
た
心
学
の
精
神
（
遺
稿
）」（
同
前
106
、
昭
48
）。

石
川
松
太
郎
「『
石
門
心
学
史
の
研
究
』
解
説
」（
石
門
心
学
史
の
研
究
〔
第
三
刷
〕、
岩

波
書
店
、
昭
50
）、「
小
杉
巌
先
生
の
石
門
心
学
研
究
」（
こ
こ
ろ
128
、
昭
59
）、「『
手
習

教
訓
壁
書
』
に
採
ら
れ
た
石
門
心
学
思
想
」（
同
前
129
、
昭
59
）、「
石
門
心
学
に
お
け

る
上
方
と
江
戸
」（
大
阪
春
秋
72
、
平
5
）、「
教
育
史
教
育
・
研
究
と
石
門
心
学
の
教

化
思
想

―
明
治
・
大
正
期
を
中
心
に
」（
教
育
哲
学
研
究
71
、
平
7
）。

石
島
庸
男
「
心
学
教
化
思
想
の
本
質
と
堺
「
庸
行
舎
」」（
山
形
大
学
紀
要
〈
教
育
科
学
〉

7
―

1
、
昭
53
）。

石
田
一
良
「
町
人
の
人
生
観

―
石
田
梅
岩
の
倹
約
論
を
通
じ
て
」（
理
想
336
、
昭
36
）。

伊
豆
山
格
堂
「
禅
と
心
学
」（
講
座
『
禅
』
5
、
筑
摩
書
房
、
昭
49
）、「
心
学
の
先
駆
者

鈴
木
正
三
」（
こ
こ
ろ
94
・
95
、
昭
45
）、「
川
尻
宝
岑『
坐
禅
之
捷
径
』複
刊
に
当
り
て
」

（
大
乗
禅
575
、
中
央
仏
教
社
、
昭
46
）、「
心
学
参
前
舎
小
史
」（
春
秋
166
、
昭
50
）、「
下

谷
二
長
町
の
参
前
舎
」（
こ
こ
ろ
129
、
昭
59
）。

伊
豆
山
善
太
郎
「
心
学
的
人
間
」（
こ
こ
ろ
3
、
昭
28
）。

市
村
佑
一
「
心
学
道
話
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

―
道
二
心
学
を
中
心
と
し
て
」（
日

本
近
世
史
論
叢
・
下
、
吉
川
弘
文
館
、
昭
59
）、「「
語
り
」
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」（
江

戸
の
情
報
力
、
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
290
、
平
16
）。

伊
藤
明
子
「
石
田
梅
岩

―
人
と
そ
の
教
育
思
想
」（
日
本
女
子
大
学
・
人
間
研
究
6
、

昭
45
）。

伊
藤
慎
吾「『
奥
田
先
生
心
学
道
話
』略
解
」（
国
学
院
大
学
近
世
文
学
会
会
報
6
、
平
12
）。

伊
藤
武
雄
「
江
戸
心
学
渡
辺
城
之
助
に
就
て
」（
心
学
110
、
昭
16
）。

伊
東
多
三
郎
「
江
戸
時
代
の
学
者
の
生
態
と
学
者
批
判
論
」（
日
本
歴
史
265
、
昭
45
）。

稲
垣
国
三
郎
「
手
島
先
生
参
宮
道
の
記
」（
心
学
道
話
38
、
昭
6
）、「
常
陸
の
石
門
心
学
」

（
茨
城
教
育
567
、
昭
6
）、「
大
阪
の
石
門
心
学
」（
上
方
郷
土
研
究
会
・
上
方
32
、
昭

8
。
町
人
文
化
百
科
論
集
5
、
柏
書
房
、
昭
56
）。

井
上
悳
太
「
Ｌ
Ｃ
Ａ
と
石
門
心
学
」（
エ
ン
ジ
ン
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
2
―

6
、
平
12
）。

今
井
淳
「
心
学
の
教
化
運
動
」（
こ
こ
ろ
44
、
昭
36
）、「
日
本
の
徳
目
と
石
田
梅
岩
」（
同

前
45
、
昭
36
）、「
梅
岩
に
お
け
る
倹
約
の
意
義
」（
同
前
63
・
64
、
昭
39
）、「
石
田
梅

岩
に
お
け
る
「
法
」
の
概
念
」（
日
本
大
学
・
精
神
科
学
4
、
昭
40
）、「
正
直
と
倹
約

―
石
門
心
学
の
思
惟
方
法
の
特
色
」（
実
存
と
社
会
、
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
40
）、

「
心
学
の
倫
理
と
論
理
」（
近
世
日
本
庶
民
社
会
の
倫
理
思
想
、
理
想
社
、
昭
41
）、「
飛

騨
の
心
学
運
動

―
二
木
長
嘯
の
講
席
日
誌
」（
専
修
大
学
人
文
科
学
研
究
所
月
報

15
、
昭
45
）、「
梅
岩
に
お
け
る
礼
の
意
義
」（
こ
こ
ろ
101
・
102
、
昭
47
）、「
心
学
の
人

生
哲
学
」（
理
想
476
、
昭
48
）、「
倹
約
哲
学
の
必
要
性
」（
こ
こ
ろ
108
、
昭
49
）、「
町
人

の
人
生
観

―
石
田
梅
岩
に
お
け
る
形
と
心
」（
日
本
思
想
要
説
、
文
化
書
房
博
文
社
、

昭
50
）、「
石
田
梅
岩
」（
江
戸
の
思
想
家
た
ち
・
上
、
研
究
社
、
昭
54
）、「
経
済
的
合

理
性
と
倫
理
的
プ
ラ
イ
ド
」（
道
徳
と
教
育
222
、
昭
55
）、「
道
二
心
学
の
立
脚
点
」（
こ

こ
ろ
128
、
昭
59
）、「
石
田
梅
岩
」（
ぎ
ょ
う
せ
い
・
悠
1
―

8
、
昭
59
）、「
石
田
梅
岩

―
実
用
の
哲
学
を
説
い
た
人
」（
公
文
教
育
研
究
会
・
文
25
、
平
3
）。

今
井
琉
璃
男
「
キ
リ
ス
ト
教
と
心
学
」（
財
界
50
―

1
、
平
14
）。

今
中
寛
司
「
心
は
形
に
現
わ
し
て
こ
そ

―
石
田
梅
岩
の
「
石
門
心
学
」
と
礼
儀
に
つ
い

て
」（
日
本
及
日
本
人
1 

6 

0 

2
、
平
3
）。

今
埜
仁
太
郎
「
山
形
に
お
け
る
心
学
の
伝
承
と
残
さ
れ
た
文
献
」（
山
形
県
地
域
史
研
究

27
、
平
14
）。
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入
江
宏
「
農
民
教
化
の
展
開
」（
栃
木
県
史
通
史
編
近
世
二
、
栃
木
県
、
昭
59
）。

岩
内
迂
軒
「
蒹
葭
慈
音
尼
の
遺
跡
」（
心
学
25
〜
29
、
昭
9
）、「
脇
坂
義
堂

―
心
学
者

列
伝
一
」（
こ
こ
ろ
40
、
昭
35
）、「
鎌
田
柳
泓
（
上
・
中
・
下
）―
心
学
者
列
伝
二
・
三
・

四
」（
同
前
41
、
42
・
43
、
44
、
昭
35
〜
36
）、「
鎌
田
一
窓

―
心
学
者
列
伝
五
」（
同

前
46
・
47
、
昭
36
）、「
斎
藤
全
門
（
上
・
下
）―
心
学
者
列
伝
六
」（
同
前
54
・
55
、

56
、
昭
38
）、「
蒹
葭
慈
音
尼

―
心
学
者
列
伝
七
」（
同
前
57
、
昭
38
）、「
大
江
資
衡

―
心
学
者
列
伝
八
」（
同
前
58
、
昭
38
）、「
黒
瀬
三
鼎
斎

―
心
学
者
列
伝
九
」（
同

前
59
、
昭
39
）。

岩
内
誠
一「
石
田
先
生
の
父
祖
に
つ
い
て
」（
心
学
道
話
32
、
昭
5
）、「
石
田
先
生
の
開
講
」

（
同
前
34
、
昭
5
）、「
石
田
先
生
事
蹟
考
」（
同
前
39
、
昭
7
）、「
石
田
先
生
画
像
に
つ

い
て
」（
同
前
42
、
昭
8
）。

岩
岡
弘
明
「
心
学
と
有
敬
舎
」（
飛
騨
新
道
と
有
敬
舎

―
岩
岡
家
三
代
の
足
跡
、
電
算

印
刷
、
平
10
）。

岩
瀬
忠
篤
「「
心
学
」
の
石
田
梅
岩
」（
千
葉
大
学
・
経
済
研
究
18
―

4
、
平
16
）。

植
松
忠
博
「
現
代
に
息
づ
く
「
心
学
」
の
思
想
」（
日
本
及
日
本
人
1 

6 

2 

7
、
平
9
）。

植
村
信
男
「
明
治
以
後
の
心
学
書
」（
心
学
4
、
昭
7
）。

魚
澄
惣
五
郎
「
贈
与
さ
れ
た
る
人
々

―
石
田
梅
岩
と
其
心
学
に
就
い
て
」（
歴
史
と
地

理
1
―

3
、
大
7
）。

梅
津
隼
人
「
道
の
人
石
田
梅
岩
先
生
」（
心
学
道
話
34
、
昭
5
）。

梅
森
直
之
「
心
学
と
い
う
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

―
人
足
寄
場
に
お
け
る
実
践
を
中
心
に
」（
早

稲
田
政
治
経
済
学
雑
誌
328
、
平
8
）。

遠
藤
明
子「
石
田
梅
岩
に
お
け
る
人
間
観
」（
日
本
女
子
大
学
紀
要〈
文
学
部
〉24
、
昭
50
）。

遠
藤
泰
助
「
忍
領
内
に
お
け
る
心
学
教
化
」（
こ
こ
ろ
87
・
88
・
89
、
昭
44
）。

及
川
儀
右
衛
門
「
梅
岩
に
於
け
る
立
志
と
学
問
」（
心
学
135
、
昭
18
）。

及
川
大
渓
「
山
田
先
生
と
広
島
心
学
」（
こ
こ
ろ
25
、
昭
32
）、「
梅
岩
教
学
出
現
の
史
的

背
景
」（
同
前
73
、
昭
41
）、「
石
田
梅
岩
と
自
由
」（
同
前
94
・
95
、
昭
45
）、「
随
筆
に

見
る
中
村
徳
水
の
道
話
資
料
」（
同
前
98
、
昭
46
）、「
中
村
徳
水
の
駿
遠
地
方
に
お
け

る
心
学
教
化
」（
静
岡
地
方
史
3
、
昭
48
）、「
石
田
梅
岩
の
倹
約
論
」（
同
前
109
、
昭
49
）。

大
石
慎
三
郎
「『
都
鄙
問
答
』
の
経
済
（
商
業
）
思
想
と
経
済
政
策
の
間
」（
前
近
代
ア
ジ

ア
の
法
と
社
会
、
勁
草
書
房
、
昭
42
）。

大
川
良
一
「
石
田
梅
岩
の
職
業
思
想
」（
職
業
指
導
31
―

8
、
昭
33
）。

大
蔵
三
恵
「『
莫
妄
想
』
に
見
ら
れ
る
本
性
存
養
の
思
想
」（
こ
こ
ろ
130
、
昭
60
）。

太
田
邦
昌
「
江
戸
・
明
治
期
進
化
思
想
の
研
究
Ⅰ

―
鎌
田
柳
泓
お
よ
び
二
宮
尊
徳
」（
日

本
科
学
史
学
会
生
物
学
史
分
科
会
・
生
物
学
史
研
究
59
、
平
7
）。

大
野
出
「
石
田
梅
岩
と
老
荘
思
想
」（
日
本
思
想
史
学
24
、
平
4
）。

大
橋
敦
夫「
信
州
須
坂
藩
心
学
資
料
と
そ
の
言
語
」（
上
田
女
子
短
期
大
学
紀
要
14
、
平
3
）。

大
林
浩
治「
史
料
紹
介『
心
学
教
諭
録
』」（
同
志
社
大
学
・
社
会
福
祉
学
論
集
3
、
平
1
）。

岡
光
夫
「
京
都
商
人
杉
浦
家
の
家
則
」（
同
志
社
大
学
・
経
済
学
論
叢
16
―

2
、
昭
42
）。

小
笠
原
真
「「
日
本
近
代
化
」
論
の
再
検
討

―
石
門
心
学
に
見
ら
れ
る
近
代
思
想
と
そ

の
限
界
」（
大
谷
学
報
50
―

2
、
昭
45
）。

岡
部
栄
信
「
さ
る
づ
く
し

―
心
学
数
え
歌
」（
こ
こ
ろ
15
、
昭
31
）。

小
倉
隆
蔵
「
掛
川
に
於
け
る
心
学
講
舎
と
池
田
孝
路
先
生
」（
心
学
道
話
39
、
昭
7
）。

長
田
新
「
石
門
心
学

―
そ
の
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
を
期
待
し
て
」（
こ
こ
ろ
25
、
昭
32
）。

小
高
敏
郎
「
都
鄙
問
答
の
初
版
本
と
諸
本
」（
こ
こ
ろ
71
・
72
、
昭
41
）。

乙
竹
岩
造「
鳩
翁
道
話
の
構
造
及
び
性
格
」（
日
本
教
育
史
の
研
究
2
、
目
黒
書
店
、
昭
14
）。

大
槻
宏
樹
「
倹
約
の
教
育
論

―
石
門
心
学
の
精
神
構
造
」（
早
稲
田
大
学
教
育
学
部
学

術
研
究
14
、
昭
40
）、「
梅
岩
の
万
人
平
等
論
と
そ
の
周
辺
」（
こ
こ
ろ
87
・
88
・
89
、

昭
44
）。

大
野
木
吉
兵
衛
「
浜
松
と
石
門
心
学
会
」（
浜
松
短
期
大
学
研
究
論
集
15
、
昭
49
）。

大
場
敏
男
「
企
業
の
社
会
的
貢
献
の
思
想
的
系
譜
」（
日
本
経
営
教
育
学
会
全
国
研
究
大

会
研
究
報
告
集
29
、
平
6
）。

岡
部
泰
寿
「
い
わ
き
泉
郷
に
浸
透
し
た
石
門
心
学
」（
こ
こ
ろ
122
、
昭
56
）。

小
山
田
正
春
「
日
本
的
経
営
理
念
の
探
求

―
石
門
心
学
の
町
人
哲
学
」（
こ
こ
ろ
107
、

昭
49
）。

折
原
裕
「
江
戸
期
に
お
け
る
商
利
肯
定
論
の
形
成

―
石
田
梅
岩
と
山
片
蟠
桃
」（
敬
愛

大
学
研
究
論
集
42
、
平
4
）。

甲
斐
広
子
「
石
門
心
学
の
成
立

―
石
田
梅
岩
の
思
想
を
中
心
に
し
て
」（
秋
田
大
学
・

秋
大
史
学
11
、
昭
36
）。

片
山
清
一
「
外
国
人
の
見
た
石
門
心
学
（
一
〜
三
）」（
こ
こ
ろ
76
、
77
・
78
、
84
、
昭
41

〜
43
）、「
明
治
の
三
老
の
一
人
中
村
直
三
の
農
功

―
そ
の
基
盤
と
な
っ
た
心
学
研

究
」（
同
前
90
・
91
、
昭
44
）。

勝
部
真
長
「
梅
岩
の
場
合
」（
古
典
研
究
6
―

2
、
昭
16
）、「
石
田
梅
岩
と
『
莫
妄
想
』」（
日

本
歴
史
1
―

2
、
昭
17
）、「
現
代
心
学
の
精
神
」（
こ
こ
ろ
36
、
昭
34
）。

金
子
昭
「
心
学
と
女
性

―
慈
音
尼
を
手
が
か
り
に
し
て
」（
大
阪
春
秋
72
、
平
5
）。

川
口
浩「
石
田
梅
岩
の「
倹
約
」―
経
済
思
想
史
か
ら
の
一
考
察
」（
こ
こ
ろ
132
、
昭
62
）、

「
石
田
梅
岩
」（
江
戸
時
代
の
経
済
思
想
〈
中
京
大
学
経
済
学
研
究
叢
書
3
〉、
勁
草
書

（47）
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房
、
平
4
）。

川
嶋
恵
子
「
山
東
京
伝
の
心
学
も
の
黄
表
紙
を
め
ぐ
っ
て
」（
甲
南
女
子
大
学
・
甲
南
国

文
32
、
昭
60
）。

川
田
耕
「
石
田
梅
岩
と
は
誰
か

―
自
己
省
察
か
ら
生
ま
れ
る
公
共
の
思
想
」（
京
都
学

園
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
所
所
報
6
、
平
9
）、「
石
門
心
学
に
み
る
近
代
的

人
間
像
（
英
文
）」（
京
都
学
園
大
学
総
合
研
究
所
モ
ノ
グ
ラ
フ
シ
リ
ー
ズ
1
、
平
13
）。

河
村
太
市
「
長
州
藩
心
学
道
話
の
性
格
に
関
す
る
一
考
察
」（
九
州
大
学
教
育
学
部
紀
要

7
、
昭
35
）。

韓
立
紅
「
石
田
梅
岩
と
陸
九
淵
の
思
想
に
関
す
る
比
較
研
究
試
論
」（
立
教
大
学
大
学
院
・

東
洋
史
学
論
集
2
、
平
8
）、「
中
国
に
お
け
る
石
門
心
学
思
想
研
究
の
現
状
と
そ
の
展

望
」（
季
刊
日
本
思
想
史
65
、
平
16
）、「
石
田
梅
岩
と
陸
象
山
の
世
界
本
体
論
及
び
心

性
思
想
」（
国
学
院
大
学
紀
要
44
、
平
18
）、「
石
田
梅
岩
と
陸
象
山
と
の
認
識
論
に
関

す
る
比
較
」（
国
学
院
雑
誌
107
―

2
、
平
18
）。

木
京
睦
人
「
幕
末
・
明
治
期
の
広
島
心
学
（
上
・
下
）―
宮
本
愚
翁
の
心
学
思
想
に
つ

い
て
」（
芸
備
地
方
史
研
究
115
、
116
・
117
、
昭
52
〜
53
）。

木
坂
基
「
心
学
の
文
章
と
接
続
詞

―「
カ
ル
ガ
ユ
ヱ
ニ
」
か
ら
「
ソ
コ
デ
」
ま
で
」（
山

口
女
子
大
学
国
文
1
、
昭
54
）、「
心
学
書
の
文
章
」（
佐
賀
大
学
教
育
学
部
研
究
論
文

集
28
―

2
（
Ⅰ
）、
昭
55
）。

岸
本
芳
雄
「
石
門
心
学
と
神
道
」（
こ
こ
ろ
68
・
69
、
昭
40
）。

喜
田
勲
「
石
田
梅
岩
の
「
心
を
知
る
」
と
は

―
自
己
認
識
及
び
実
在
に
関
し
て
（
1
〜

3
）」（
上
智
大
学
・
人
間
学
紀
要
29
、
30
、
31
、
平
11
〜
13
）。

北
村
清
士
「
岡
藩
に
お
け
る
心
学
の
概
要
」（
大
分
県
地
方
史
1
・
2
、
昭
29
）。

北
村
博
司
「
石
田
梅
岩
の
著
述
『
都
鄙
問
答
』
に
描
か
れ
た
経
営
理
念
」（
大
阪
女
子
学

園
短
期
大
学
紀
要
30
、
昭
61
）、「
石
田
梅
岩
の
教
説
以
後
の
教
訓
書
に
描
か
れ
た
経
営

理
念
」（
同
前
33
、
平
1
）、「
脇
坂
義
堂
の
経
営
理
念

―
そ
の
著
述
を
中
心
に
」（
同

前
35
、
平
3
）。

木
南
卓
一
「
盤
珪
理
解
の
一
方
途

―
堵
庵
の
心
学
か
ら
」（
花
園
大
学
・
禅
文
化
10
・

11
、
昭
33
）、「
石
田
梅
岩
研
究
」（
懐
徳
31
、
昭
35
）、「
鎌
田
柳
泓
研
究
」（
帝
塚
山
大

学
論
集
5
、
昭
48
）、「
石
田
梅
岩
私
新
抄
（
一
〜
九
）」（
同
前
42
〜
50
、
昭
58
〜
60
）、

「
中
沢
道
二
私
新
抄（
一
〜
八
）」（
同
前
51
〜
59
、
昭
61
〜
63
）、「
手
島
堵
庵
私
新
抄（
一

〜
十
）」（
同
前
60
〜
76
、
昭
63
〜
平
4
）、「
中
沢
道
二
先
生
に
学
ぶ
」（
心
学
道
話

13
、
平
1
）。

衣
笠
安
喜
「
民
衆
教
化
の
浸
透
」（
歴
史
教
育
12
―

12
、
昭
39
）、「
石
田
梅
岩
の
思
想
と
商

人
社
会
」（
立
命
館
大
学
人
文
科
学
研
究
所
紀
要
59
、
平
5
）。

金
成
炫
「
近
世
京
都
商
人
「
近
江
屋
」
上
河
家
に
よ
る
手
島
家
の
継
承

―『
年
忌
留
書
』

を
中
心
と
し
て
」（
京
都
大
学
・
史
林
85
―

5
、
平
14
）。

熊
坂
圭
三
「
石
門
心
学
に
就
い
て
」（
近
世
日
本
の
儒
学
、
岩
波
書
店
、
昭
14
）。

熊
澤
恵
里
子
「
奥
州
平
田
門
人
早
田
伝
之
助
の
教
育
活
動

―
心
学
か
ら
平
田
国
学
へ
」

（
全
国
地
方
教
育
史
学
会
・
地
方
教
育
史
研
究
28
、
平
19
）。

倉
本
長
治
「
商
い
の
倫
理

―
石
田
梅
岩
ノ
ー
ト
」（
倉
本
長
治
著
作
選
集
6
、
商
業
界
、

昭
57
）。

倉
本
初
夫
「
石
門
心
学
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」（
季
刊
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル

9
―

1
、
平
2
）。

黒
川
孝
宏
「
石
田
梅
岩
の
教
え

―
展
示
、
啓
発
活
動
を
通
じ
て
」（
京
都
学
園
大
学
ビ

ジ
ネ
ス
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
所
所
報
6
、
平
9
）。

黒
田
政
広
「
心
学
者
に
よ
る
『
実
語
教
』・『
童
子
教
』
演
義
書
」（
中
国
四
国
教
育
学
会
・

教
育
学
研
究
紀
要
37
―

1
、
平
3
）。

小
池
保
利
「
手
嶋
堵
庵
『
前
訓
』
に
お
け
る
朱
子
学
の
影
響
」（
解
釈
学
22
、
平
10
）。

河
野
省
三
「
心
学
の
由
来
」（
国
史
講
習
会
・
中
央
史
壇
6
―

7
、
大
12
）、「
石
門
心
学
と

神
道
思
想
」（
古
典
研
究
5
―

2
、
昭
15
）、「
お
伊
勢
様
・
石
田
梅
岩
事
蹟
」（
瑞
垣

45
、
昭
34
）。

河
野
民
雄
「
石
田
梅
岩
に
お
け
る
思
想
の
性
格
と
構
造

―
い
わ
ゆ
る
「
町
人
思
想
」
の

再
検
討
」（
北
大
史
学
10
、
昭
40
）。

小
嶋
秀
夫
「
石
門
心
学
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
組
み
立
て
た
子
育
て
論
（
英
文
）」（
京
都
学

園
大
学
総
合
研
究
所
モ
ノ
グ
ラ
フ
シ
リ
ー
ズ
1
、
平
13
）。

小
杉
巌
「
稿
本
『
石
田
梅
岩
先
生
雨
中
軒
徳
本
夢
問
答
』
に
つ
い
て
の
二
三
の
考
察
」（
大

東
文
化
大
学
紀
要
14
、
昭
51
）。

小
谷
隆
一
「
石
田
梅
岩
の
商
人
道
」（
京
都
学
園
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
所
所

報
6
、
平
9
）。

後
藤
三
郎
「
心
学
の
ね
ら
い

―
人
の
生
き
甲
斐
」（
こ
こ
ろ
84
、
昭
43
）。

後
藤
静
雄
「
宗
教
と
産
業
を
統
合
す
る
教
え
と
し
て
の
心
学
」（
こ
こ
ろ
68
・
69
、
昭
40
）。

後
藤
政
一
「
大
阪
心
学
史
要
略
」（
大
阪
市
・
東
区
史
4
文
化
篇
、
昭
16
）、「
上
方
文
化

と
心
学
道
歌
」（
上
方
郷
土
研
究
会
・
上
方
141
、
昭
17
。
町
人
文
化
百
科
論
集
5
、
柏

書
房
、
昭
56
）。

後
藤
宏
行
「
近
世
に
お
け
る
マ
ス
・
ロ
ー
グ
の
成
立

―
石
門
心
学
に
お
け
る
語
り
の
技

術
と
発
想
に
つ
い
て
」（
名
古
屋
学
院
大
学
論
集
8
―

3
、
昭
46
）。

（46）
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小
林
澄
兄「
福
沢
諭
吉
の
家
庭
教
育
論

―
心
学
の
諸
家
と
の
照
合
」（
こ
こ
ろ
1
、
昭
28
）。

小
堀
一
正
「
心
学
明
誠
舎
の
歩
み
」（
大
阪
春
秋
72
、
平
5
）。

小
森
嘉
一
「
徳
川
幕
府
の
文
治
政
策
と
心
学
の
発
生
」（
古
典
研
究
4
―

7
、
昭
14
）、「
心

学
に
関
す
る
一
考
察

―
梅
岩
を
中
心
と
し
て
」（
同
前
5
―

2
、
昭
15
）、「
中
沢
道
二

の
前
訓
講
義
に
就
い
て
」（
同
前
6
―

2
、
昭
16
）。

小
森
信
之
「
石
田
梅
岩
に
お
け
る
天
命
観
に
つ
い
て
」（
こ
こ
ろ
113
、
昭
52
）、「
石
田
梅

岩
に
お
け
る
天
命
観
の
一
考
察
」（
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
11
―

1
、
昭
54
）、「
石
田

梅
岩
に
お
け
る
善
と
悪
」（
こ
こ
ろ
118
、
昭
54
）。

子
安
宣
邦
「
石
田
梅
岩
に
お
け
る
職
分
の
倫
理
」（
道
徳
と
教
育
110
、
昭
42
）「
石
田
梅
岩

と
心
学
講
義
」（
京
都
市
社
会
教
育
振
興
財
団
・
創
造
す
る
市
民
38
、
平
6
）。

西
東
玄
「
ド
ラ
ッ
カ
ー
の
経
営
哲
学
と
鳩
翁
道
話
」（
こ
こ
ろ
77
・
78
、
昭
42
）。

齊
藤
茂
「
石
門
心
学
活
動
の
経
済
背
景

―
常
陸
国
小
田
尽
心
舎
の
場
合
」（
茨
城
史
林

4
、
昭
50
）。

酒
井
重
夫
「
心
学
者
の
巡
回
」（
福
井
県
・
県
史
資
料
7
、
平
9
）。

逆
井
孝
仁
「
石
田
梅
岩
の
思
想
と
そ
の
背
景

―
石
門
心
学
成
立
の
歴
史
的
意
義
に
つ
い

て
（
上
・
下
）」（
立
教
大
学
経
済
学
研
究
14
―

1
、
14
―

3
、
昭
35
）、「
石
門
心
学
の
意

義
と
限
界

―
そ
の
通
俗
道
徳
へ
の
転
落
の
契
機
に
つ
い
て
」（
同
前
18
―

4
、
昭
40
）、

「
石
田
梅
岩
に
お
け
る
通
俗
道
徳
の
成
立

―「
通
俗
道
徳
論
」
の
再
検
討
に
よ
せ
て
」

（
日
本
資
本
主
義
、
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
53
）、「
通
俗
道
徳
の
思
想
構
造

―「
心
」

の
哲
学
成
立
の
思
想
史
的
意
義
」（
立
教
大
学
経
済
学
研
究
32
―

3
、
昭
53
）「
石
門
心

学
に
お
け
る
実
践
倫
理
の
転
回

―
梅
岩
か
ら
堵
庵
へ
」（
同
前
34
―

3
、
昭
55
）、「
近

世
民
衆
に
お
け
る
主
体
の
形
成
と
前
進
」（
日
本
の
経
済
思
想
四
百
年
、
日
本
経
済
評

論
社
、
平
2
）、「
経
済
学
者
と
し
て
の
才
覚
」（
公
文
教
育
研
究
会
・
文
25
、
平
3
）、

「
日
本
近
代
化
に
お
け
る
「
民
富
」
思
想
の
源
流
」（
立
教
大
学
経
済
学
研
究
45
―

3
、

平
4
）、「
石
門
心
学
と
は

―
石
田
梅
岩
を
中
心
に
」（
大
阪
春
秋
72
、
平
5
）、「
日

本
に
お
け
る
「
民
富
」
の
思
想

―
石
田
梅
岩
と
山
片
蟠
桃
」（
金
沢
経
済
大
学
論
集

30
―

2
、
平
8
）、「
日
本
に
お
け
る「
民
富
」思
想
の
源
流

―
江
戸
時
代
に
学
ぶ
」（
中

央
史
学
19
、
平
8
）。

坂
田
澄
「
石
門
心
学
者
に
お
け
る
児
童
観
に
つ
い
て
の
一
考
察

―
前
訓
と
撫
育
草
の
子

育
て
論
か
ら
抽
出
し
た
児
童
観
を
中
心
と
し
て
」（
和
泉
短
期
大
学
研
究
紀
要
6
、
昭

60
）。

坂
本
徳
松
「
町
人
学
と
し
て
の
心
学
」（
歴
史
科
学
4
―

8
、
昭
10
）、「
心
学
復
興
の
現
代

的
意
義
」（
唯
物
論
研
究
44
、
昭
11
）、「
心
学
に
於
け
る
理
論
・
歴
史
・
政
策

―
一

時
期
に
於
け
る
学
問
の
意
義
」（
同
前
48
、
昭
11
）。

相
良
亨
「
誠
実
と
い
う
こ
と
」（
こ
こ
ろ
31
、
昭
33
）、「
教
育
者
と
し
て
の
梅
岩
」（
同
前

42
・
43
、
昭
36
）、「
現
代
道
徳
と
心
学
」（
同
前
58
、
昭
38
）、「
石
田
梅
岩
の
思
想
」（
東

京
大
学
文
学
部
研
究
報
告
3
、
昭
43
）、「
日
本
人
の
理
法
の
と
ら
え
方
」（
日
本
人
の

理
法
の
問
題
、
理
想
社
、
昭
45
）、「
石
田
先
生
語
録
の
価
値
」（
こ
こ
ろ
101
・
102
、
昭
47
）。

作
道
洋
太
郎
「
石
門
心
学
と
日
本
資
本
主
義
の
精
神

―
由
井
常
彦
著
『
清
廉
の
経
営
』

を
読
む
」（
大
阪
春
秋
72
、
平
5
）、「
石
門
心
学
の
創
始
と
心
学
明
誠
舎
の
活
動
」（
な

に
わ
文
化
研
究
会
・
な
に
わ
大
阪
再
発
見
7
、
平
16
）。

佐
久
間
正
「
徳
川
期
の
職
分
論
の
特
質
」（
国
家
と
宗
教
、
思
文
閣
出
版
、
平
4
）、「
石

田
梅
岩
の
思
想
」（
季
刊
日
本
思
想
史
65
、
平
16
）。

佐
々
木
勇
「
丹
波
の
聖
人
石
田
梅
岩
」（
丹
波
史
談
121
、
昭
61
）。

佐
藤
清
太
「「
安
分
」
の
現
代
的
意
味
」（
こ
こ
ろ
5
、
昭
29
）。

佐
藤
茂
「
庶
民
の
漢
語

―
心
学
用
語
調
査
の
中
間
報
告
」（
福
井
大
学
学
芸
学
部
紀
要

第
Ⅰ
部
人
文
科
学
10
、
昭
36
）、「
心
学
道
話
の
語
彙

―
心
学
道
話
の
用
語
序
説
」（
近

世
の
語
彙
〈
講
座
日
本
語
の
語
彙
5
〉、
明
治
書
院
、
昭
57
）、「
心
学
道
話
の
用
語
（
承

前
）―『
身
体
柱
立
』
の
堵
庵
「
附
」
の
字
音
語
を
主
と
し
て
」（
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清

心
女
子
大
学
・
古
典
研
究
10
、
昭
58
）、「
心
学
道
話
の
用
語

―
手
島
堵
庵
の
つ
づ
き
」

（
同
前
13
、
昭
61
）、「
心
学
道
話
の
用
語

―
手
島
堵
庵
に
つ
い
て（
3
）」（
福
井
大
学
・

国
語
国
文
学
25
、
昭
61
）、「
心
学
道
話
の
用
語（
9
）―『
身
体
柱
立
』の
堵
庵「
附
」

の
用
語
（
4
）」（
同
前
26
、
昭
62
）、「
心
学
道
話
の
用
語
（
10
）―『
身
体
柱
立
』
の

堵
庵
「
附
」
の
用
語
（
5
）」（
同
前
27
、
昭
63
）。

真
田
芳
雄
「
中
学
校
教
育
に
お
け
る
梅
岩
、
心
学
に
つ
い
て
」（
こ
こ
ろ
70
、
昭
40
）。

佐
原
洋
「
石
門
心
学
の
経
済
倫
理
」（
現
代
経
済
社
会
に
お
け
る
諸
問
題
、
大
石
泰
彦
教

授
古
稀
記
念
論
文
集
3
、
東
洋
経
済
新
報
社
、
平
6
）。

重
松
一
義
「
感
化
院
創
業
期
に
お
け
る
心
学
の
役
割
」（
こ
こ
ろ
105
、
昭
48
）。

柴
桂
子
「
石
田
梅
岩
と
慈
音
尼
」（
こ
こ
ろ
114
、
昭
52
）、「
石
田
梅
岩
と
女
性
」（
同
前

129
、
昭
59
）。

柴
田
謙
堂
「
ね
む
り
さ
ま
し
い
ろ
は
歌
」（
心
学
5
、
昭
7
）、「
石
田
梅
岩
先
生
を
憶
ふ
」

（
同
前
124
、
昭
17
）。

柴
田
寅
三
郎
「
心
学
教
化
の
使
命
に
つ
い
て
」（
心
学
道
話
34
、
昭
5
）。

柴
田
實
「
越
前
大
野
と
心
学
」（
石
門
心
学
203
・
204
、
昭
18
）、「
梅
岩
の
出
納
簿
」（
心
学

2
、
昭
24
）、「
心
学
に
お
け
る
道
と
そ
の
実
践

―
道
二
先
生
百
五
十
年
祭
に
当
っ

て
」（
こ
こ
ろ
2
、
昭
28
）、「「
道
は
近
き
に
在
り
」
―
心
学
道
話
本
よ
り
」（
同
前

（45）
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11
、
昭
30
）、「『
都
鄙
問
答
』の
成
立

―
石
田
梅
岩
の
心
学
の
諸
典
拠
に
つ
い
て
」（
史

林
39
―

6
、
昭
31
）、「
石
田
梅
岩
と
神
道
」（
神
道
学
14
、
昭
32
）、「
丹
波
八
上
の
中
立

舎

―
心
学
者
波
部
光
孚
の
こ
と
ど
も
」（
兵
庫
史
学
19
、
昭
34
）、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

心
学
研
究
」（
こ
こ
ろ
41
、
昭
35
）、「
鎌
田
柳
泓
の
理
学
と
石
門
心
学
」（
日
本
歴
史

258
、
昭
44
）、「
播
州
三
木
と
心
学
」（
三
木
市
史
、
昭
45
）、「
新
出
の
梅
岩
先
生
書
状

―
斎
藤
全
門
と
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
」（
こ
こ
ろ
94
・
95
、
昭
45
）、「
鎌
田
柳
泓
の

理
学
と
心
学
」（
同
前
96
、
昭
45
）、「
石
門
心
学
に
つ
い
て
」（
日
本
思
想
大
系
42
『
石

門
心
学
』
解
説
、
昭
46
）、「
石
田
先
生
語
録
に
つ
い
て
」（
同
前
、
昭
46
）、「
高
槻
藩

の
心
学
禁
令
と
手
島
堵
庵
『
社
約
』
の
成
立
」（
赤
松
俊
秀
教
授
退
官
記
念
国
史
論
集
、

昭
47
）、「
石
田
先
生
語
録
に
つ
い
て
」（
こ
こ
ろ
101
・
102
、
昭
47
）、「
上
河
宗
義
と
そ

の
『
商
人
夜
話
草
』
そ
の
他

―
堵
庵
研
究
へ
の
序
章
」（
原
弘
二
郎
先
生
古
稀
記
念

東
西
文
化
史
論
叢
、
昭
48
）、「
大
阪
の
心
学
」（
大
阪
の
学
問
と
教
育
、
毎
日
放
送
文

化
双
書
9
、
昭
48
）、「
石
田
梅
岩
と
心
学
運
動
」（
伝
統
と
現
代
22
、
昭
48
）、「
梅
岩

先
生
の
遺
さ
れ
た
も
の
」（
こ
こ
ろ
107
、
昭
49
）、「
石
門
心
学
と
『
徒
然
草
』」（
日
本

歴
史
323
、
昭
50
）、「
小
栗
了
雲
伝
記
考
」（
橋
本
博
士
退
官
記
念
仏
教
研
究
論
叢
、
昭

50
）、「
寛
政
異
学
の
禁
と
心
学
」（
関
西
大
学
文
学
論
集
創
立
九
十
周
年
記
念
特
輯
、

昭
50
）、「
堵
庵
心
学
の
精
髄
『
女
児
ね
む
り
さ
ま
し
』」（
昭
50
稿
）、「
小
栗
了
雲
事
蹟

考
」（
こ
こ
ろ
111
、
昭
51
）、「
心
学
に
お
け
る
中
央
と
地
方
」（
季
刊
日
本
思
想
史
3
、

昭
52
）、「
新
出
の
堵
庵
書
状
と
『
旅
行
用
心
集
』」（
こ
こ
ろ
118
、
昭
54
）、「
石
門
心
学

と
現
代

―
心
学
開
講
二
百
五
十
年
に
想
う
」（
同
前
119
、
昭
54
）、「
津
山
藩
の
心
学
」

（
同
前
126
、
昭
58
）。

渋
川
久
子
「
道
話
と
比
喩
」（
こ
こ
ろ
112
、
昭
51
）。

島
田
燁
子
「
近
世
の
日
本
に
お
け
る
商
人
の
哲
学
と
職
業
倫
理

―
石
門
心
学
を
中
心
と

し
て
」（
文
京
女
子
短
期
大
学
経
営
学
科
紀
要
3
、
昭
59
）、「
商
人
の
哲
学
と
職
業
倫

理

―
石
門
心
学
を
中
心
に
」（
日
本
人
の
職
業
倫
理
、
有
斐
閣
、
平
2
）。

下
村
寿
一
「
心
学
と
日
本
精
神
」（
心
学
15
、
昭
9
）、「
心
学
と
宗
教
」（
こ
こ
ろ
11
、
昭

30
）、「
Ｍ
・
Ｒ
・
Ａ
と
心
学
」（
同
前
13
、
昭
30
）、「
心
学
と
私
」（
同
前
38
、
昭
35
）。

白
石
正
邦
「
石
田
梅
岩
先
生
事
蹟
を
拝
誦
し
て
」（
心
学
道
話
30
、
昭
4
）、「
大
島
有
隣

先
生
の
道
話
」（
心
学
道
話
40
、
昭
7
）。「
石
田
先
生
事
蹟
を
拝
読
し
て
」（
心
学
135
、

昭
18
）。

末
永
國
紀
・
本
村
希
代
・
奥
田
以
在
「
史
料　

近
江
商
人
の
石
門
心
学
修
養
録
「
商
主
心

法
道
中
独
問
答
寝
言
」」（
同
志
社
大
学
・
経
済
学
論
叢
57
―

2
、
平
17
）。

菅
原
真
理
子
「
平
成
の
石
門
心
学
」（
Ｖ
ｏ
ｉ
ｃ
ｅ
178
、
平
4
）。

杉
浦
丘
園
「
書
史
学
よ
り
見
た
る
都
鄙
問
答
に
就
て
」（
心
学
道
話
34
、
昭
5
）。

瀬
岡
誠
「
石
田
梅
岩
と
町
人
倫
理
の
生
成
」（
江
戸
期
商
人
の
革
新
的
行
動
、
有
斐
閣
新

書
、
昭
53
）、「
石
門
心
学
の
生
成
と
発
展

―
心
学
明
誠
舎
と
報
徳
」（
京
都
学
園
大

学
ビ
ジ
ネ
ス
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
所
所
報
6
、
平
9
）。

芹
川
博
通
「
石
田
梅
岩
の
倹
約
と
自
他
共
に
立
つ
経
済
倫
理
」（
日
本
の
近
代
化
と
宗
教

倫
理
、
多
賀
出
版
、
平
9
）、「
石
門
心
学
の
経
済
倫
理
を
考
え
る
」（
い
ま
な
ぜ
東
洋

の
経
済
倫
理
か

―
仏
教
・
儒
教
・
石
門
心
学
に
聞
く
、
北
樹
出
版
、
平
15
）。

高
神
信
也
「
梅
岩
教
学
と
仏
教
」（
印
度
学
仏
教
学
研
究
25
―

2
、
昭
52
）、「
初
期
石
門
心

学
と
仏
教

―
梅
岩
・
堵
庵
教
学
と
仏
教
」（
こ
こ
ろ
114
、
昭
52
）、「
堵
庵
教
学
と
仏
教
」

（
印
度
学
仏
教
学
研
究
26
―

2
、
昭
53
）、「
道
二
心
学
と
仏
教
」（
こ
こ
ろ
116
、
昭
53
）、

「
松
翁
心
学
と
仏
教
」（
同
前
119
、
昭
54
）、「
道
二
教
学
と
仏
教
」（
印
度
学
仏
教
学
研

究
27
―

2
、
昭
54
）、「
鳩
翁
心
学
と
仏
教
」（
こ
こ
ろ
121
、
昭
55
）、「
鳩
翁
心
学
と
仏
教
」

（
印
度
学
仏
教
学
研
究
29
―

2
、
昭
56
）、「
初
期
石
門
心
学
と
仏
教
」（
牧
尾
良
海
博
士

喜
寿
記
念　

儒
仏
道
三
教
思
想
論
攷
、
山
喜
房
仏
書
林
、
平
3
）。

高
瀬
武
次
郎
「
石
田
梅
岩
」（
日
本
の
陽
明
学
、
鉄
華
書
院
、
明
31
）。

高
梨
信
博
「
心
学
道
話
の
漢
字

―『
鳩
翁
道
話
』
を
中
心
に
」（
早
稲
田
大
学
・
国
文
学

研
究
131
、
平
12
）、「
心
学
道
話
の
語
表
記
に
つ
い
て

―『
鳩
翁
道
話
』の
ば
あ
い
」（
日

本
語
論
叢
の
会
・
日
本
語
論
叢
特
別
号
、
平
19
）。

高
野
秀
晴
「
手
島
堵
庵
に
よ
る
石
門
心
学
の
創
出
」（
日
本
思
想
史
学
35
、
平
15
）、「
教

化
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
心
学
道
話
聞
書
本
」（
日
本
の
教
育
史
学
46
、
平
15
）、「
石
門

心
学
に
お
け
る
教
化
統
制
力
と
そ
の
圏
外

―
石
川
謙
『
石
門
心
学
史
の
研
究
』
の
再

検
討
」（
季
刊
日
本
思
想
史
65
、
平
16
）、「
石
田
梅
岩
の
儒
者
意
識
に
つ
い
て
」（
こ
こ

ろ
・
石
川
松
太
郎
先
生
追
悼
号
、
平
22
）。

高
橋
昊
「
人
さ
ま
ざ
ま
の
心
学
観

―
最
近
出
版
さ
れ
た
心
学
関
係
の
書
物
に
つ
い
て
」

（
こ
こ
ろ
51
、
昭
37
）。

高
村
絶
学「
奢
多
と
心
学
倹
約
説
」（
心
学
111
、
昭
16
）、「
慈
音
尼
の
修
業
と
其
発
悟
」（
同

前
133
、
昭
18
）。

高
谷
伸
「
石
田
梅
岩
」（
上
方
151
、
昭
19
）。

滝
川
政
次
郎
「
人
足
寄
場
に
お
け
る
心
学
講
義
」（
こ
こ
ろ
104
、
昭
48
）。

竹
下
喜
久
男
「
大
坂
へ
の
心
学
の
普
及
」（
大
阪
春
秋
72
、
平
5
）。

竹
中
靖
一
「
石
田
梅
岩
の
経
済
思
想
」（
山
口
商
学
雑
誌
11
―

3
、
昭
15
）、「
手
島
堵
庵
の

経
済
思
想
」（
経
済
史
研
究
24
―

6
、
昭
15
）、「
心
学
道
話
に
現
は
れ
た
る
社
会
経
済
思

想（
1
〜
4
）」（
山
口
商
学
雑
誌
11
―

6
、
12
―

1
、
12
―

2
、
13
―

1
、
昭
15
〜
17
）、「
石

（44）
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門
心
学
に
於
け
る
経
済
思
想
」（
経
済
論
叢
53
―

4
、
昭
16
）、「
石
田
梅
岩
の
生
涯
と
学

問
」（
経
済
史
研
究
25
―

4
、
昭
和
16
）、「
石
門
心
学
の
学
問
的
性
格
」（
近
畿
大
学
商

経
学
叢
2
―

1
、
昭
28
）、「
鎌
田
一
窓
の
経
済
思
想
」（
近
畿
大
学
短
期
大
学
・
説
苑

3
―

7
、
昭
29
）、「
鎌
田
一
窓
の
金
銀
財
宝
論
」（
こ
こ
ろ
10
、
昭
30
）、「
石
門
心
学
の

社
会
的
基
盤
（
上
・
中
・
下
）」（
近
畿
大
学
商
経
学
叢
3
―

3
、
5
―

1
、
5
―

2
、
昭

30
〜
32
）、「
商
人
と
屏
風
」（
こ
こ
ろ
15
、
昭
31
）、「
町
人
意
識
と
石
門
心
学
」（
近
畿

大
学
創
立
三
十
周
年
記
念
論
文
集
、
昭
31
）、「
斎
藤
全
門
の
家
法
」（
説
苑
4
―

3
、
昭

31
）、「
心
学
と
商
業
社
会
」（
こ
こ
ろ
18
、
昭
31
）、「
石
田
梅
岩
の
町
人
哲
学
」（
説
苑

5
―

3
、
昭
32
）、「
倹
約
の
哲
学

―
石
田
梅
岩
の
倹
約
論
に
つ
い
て
」（
近
畿
大
学
商

経
学
叢
6
―

2
・
3
、
昭
33
）、「
幕
藩
体
制
下
の
人
道
主
義

―
石
田
梅
岩
の
思
想
に

つ
い
て
」（
近
世
日
本
の
経
済
と
社
会
、
有
斐
閣
、
昭
33
）、「
石
田
梅
岩
の
町
人
哲
学

（
上
・
下
）」（
こ
こ
ろ
27
、
28
、
昭
33
）、「
大
阪
町
人
の
学
問
と
心
学
」（
近
世
の
大
阪
、

関
西
経
済
同
友
会
、
昭
34
）、「
手
島
堵
庵
の
町
人
哲
学
」（
近
畿
大
学
商
経
学
叢
7
―

1
・
2
、
昭
34
）、「
由
良
家
の
家
法
書
」（
同
前
8
―

2
、
昭
35
）、「
町
人
の
自
覚
と

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム

―
石
田
梅
岩
の
町
人
哲
学
を
中
心
と
し
て
」（
徳
川
時
代
に
お
け

る
人
間
尊
重
思
想
の
系
譜
1
、
福
村
書
店
、
昭
36
）、「
商
人
の
田
地

―
現
代
の
経
営

と
心
学
」（
こ
こ
ろ
42
・
43
、
昭
36
）、「
手
島
堵
庵

―
人
お
よ
び
思
想
（
一
〜
四
）」

（
同
前
42
・
43
、
44
、
45
、
48
・
49
、
昭
37
）、「
石
田
梅
岩
の
経
済
的
合
理
主
義
」（
近

畿
大
学
商
経
学
叢
27
、
昭
39
）、「
梅
岩
先
生
の
経
営
学
」（
こ
こ
ろ
63
・
64
、
昭
39
）、

「
江
戸
時
代
の
経
営
理
念
と
石
田
梅
岩
（
上
・
中
・
下
）」（
同
前
74
・
75
、
76
、
77
・

78
、
昭
41
〜
42
）、「
杉
浦
家
の
『
家
業
の
定
め
』」（
同
前
79
、
昭
42
）、「
石
田
梅
岩
の

経
営
理
念
」（
経
済
史
学
4
―

3
、
昭
45
）、「
ロ
バ
ー
ト
・
Ｎ
・
ベ
ラ
ー
の
心
学
観
」（
ア

メ
リ
カ
の
日
本
研
究
、
東
洋
経
済
新
報
社
、
昭
45
）、「
心
学
の
経
営
理
念

―
と
く
に

心
学
関
係
者
の
家
法
を
中
心
と
し
て
」（
近
畿
大
学
創
立
四
十
五
周
年
記
念
論
文
集
、

昭
46
）、「
町
人
の
哲
学
」（
こ
こ
ろ
98
、
昭
46
）、「
手
島
堵
庵
の
経
営
理
念
」（
甲
南
経

済
学
論
集
14
―

1
、
昭
48
）、「
人
足
寄
場
と
心
学
」（
こ
こ
ろ
108
、
昭
49
）、「
倹
約
の
意

味
」（
同
前
109
、
昭
49
）、「
石
田
梅
岩
と
町
人
哲
学
、
心
学
運
動
」（
日
本
思
想
史
の
基

礎
知
識
、
有
斐
閣
、
昭
49
）、「
上
河
宗
義
の
経
営
理
念
」（
近
畿
大
学
商
経
学
叢
53
、

昭
50
）、「
経
済
と
道
徳

―
石
田
梅
岩
の
人
と
思
想
」（
環
境
科
学
総
合
研
究
所
年
報

3
、
昭
51
）、「
山
田
俊
卿
伝
」（
近
畿
大
学
短
期
大
学
論
集
11
―

1
、
昭
53
）、「
明
治
期

大
阪
心
学
の
指
導
者
山
田
俊
卿
伝
（
上
・
下
）」（
こ
こ
ろ
117
、
118
、
昭
54
）、「
町
人
の

学
問
・
心
学
も
の
が
た
り　

そ
の
Ⅰ

―
石
田
梅
岩
」（
同
前
123
、
昭
56
）、「
町
人
の

学
問
・
心
学
も
の
が
た
り　

そ
の
Ⅱ

―
手
島
堵
庵
」（
同
前
124
、
昭
57
）、「
正
三
や

梅
岩
に
学
ぶ
べ
き
も
の
」（
関
西
経
協
37
―

7
、
昭
58
）。

竹
林
庄
太
郎
「
梅
岩
と
蟠
桃
の
商
業
論
」（
関
西
大
学
商
学
論
集
19
―

3
・
4
、
昭
49
）、「
石

田
梅
岩
の
商
業
思
想
」（
経
営
経
済
13
、
昭
52
）。

太
斎
隆
景
「
心
学
雑
記
帳
（
一
・
二
）」（
こ
こ
ろ
3
、
4
、
昭
28
）、「
落
語
と
心
学
」（
同

前
4
、
昭
28
）。

田
尻
祐
一
郎
「
通
俗
道
徳
と
「
神
国
」「
日
本
」―
石
門
心
学
と
富
士
講
を
め
ぐ
っ
て
」

（
国
家
と
宗
教
、
思
文
閣
出
版
、
平
4
）、「
庶
民
社
会
に
お
け
る
「
徳
」―
石
田
梅
岩

の
世
界
」（
シ
リ
ー
ズ
思
想
の
身
体

―
徳
の
巻
、
春
秋
社
、
平
19
）。

田
尻
幸
成
「
石
田
梅
岩
の
思
想
」（
熊
本
音
楽
短
期
大
学
紀
要
16
・
17
、
平
4
）。

田
制
佐
重
「
心
学
の
開
祖
石
田
梅
岩
」（
先
哲
余
影
教
育
夜
話
、
文
教
書
院
、
大
14
）。

多
田
顕
「
我
国
経
済
思
想
史
上
よ
り
見
た
る
心
学
」（
こ
こ
ろ
3
、
4
、
昭
28
）、「
梅
岩

よ
り
堵
庵
へ

―
石
門
心
学
の
経
済
思
想
史
的
一
考
察
」（
千
葉
大
学
文
理
学
部
紀
要

文
化
科
学
1
―

2
、
昭
29
）、「
鎌
田
鵬
の
心
学
に
つ
い
て
（
一
〜
三
）」（
こ
こ
ろ
28
、

30
、
32
、
昭
33
〜
34
）、「
宮
本
愚
翁
先
生
に
つ
い
て
」（
同
前
36
、
昭
34
）、「
心
学
思

想
の
変
遷
と
そ
の
普
及
に
関
す
る
一
考
察
」（
千
葉
大
学
文
理
学
部
文
化
科
学
紀
要

1
、
昭
34
）、「
心
学
入
門
の
機
縁
」（
こ
こ
ろ
38
、
昭
35
）、「
石
門
心
学
者
鎌
田
鵬
に

つ
い
て

―
寛
政
期
社
会
思
想
研
究
の
一
掬
」（
千
葉
大
学
文
理
学
部
文
化
科
学
紀
要

7
、
昭
40
）、「
梅
岩
に
関
す
る
小
論

―
性
・
理
・
心
に
つ
い
て
」（
千
葉
大
学
教
養

部
研
究
報
告
Ａ
―

1
、
昭
43
）、「
享
保
期
社
会
経
済
思
想
史
雑
考

―
石
田
梅
岩
・
三

輪
執
斎
に
つ
い
て
」（
同
前
Ａ
―

10
、
昭
52
）、「
石
川
謙
先
生
晩
年
の
『
都
鄙
問
答
』
御

研
究
に
つ
い
て
」（
こ
こ
ろ
115
、
昭
53
）、「
石
田
梅
岩
と
神
道
」（
同
前
116
、
昭
53
）、「
石

田
梅
岩
の
教
学
と
神
道
」（
神
道
学
96
、
昭
53
）。

太
刀
川
清
「
宝
暦
期
怪
異
小
説
の
一
動
向

―
心
学
と
怪
談
」（
北
海
道
大
学
・
近
世
文

学
研
究
2
、
昭
41
）。

田
中
加
代
「
鎌
田
柳
泓
の
心
学
思
想
に
つ
い
て
」（
こ
こ
ろ
131
、
昭
62
）。

田
中
孝
海
「
石
田
梅
岩
・
石
門
心
学
関
係
資
料
一
覧
」（
京
都
学
園
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
サ
イ

エ
ン
ス
研
究
所
所
報
6
、
平
9
）、「
梅
岩
書
簡
一
覧
表
」（
同
前
、
平
9
）。

田
中
万
里
子
「
池
田
立
教
舎
」（
大
阪
春
秋
72
、
平
5
）。

田
中
道
雄「
立
川
曾
秋
と『
曾
秋
随
筆
』―
蕉
門
俳
諧
と
石
門
心
学
の
接
点
と
し
て
」（
鹿

児
島
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要
27
、
昭
51
）。

田
中
義
能
「
心
学
と
神
道
」（
神
道
学
雑
誌
11
、
昭
6
）、「
大
島
有
隣
の
思
想
」（
心
学
道

話
40
、
昭
7
）。

田
辺
留
蔵
「
梅
岩
教
（
心
学
）
の
本
質
」（
法
政
大
学
日
本
精
神
史
学
会
・
日
本
精
神
史

（43）
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論
集
2
、
昭
6
）、「
心
学
道
話
に
つ
い
て
」（
こ
こ
ろ
71
・
72
、
昭
和
41
）、「
心
学
の

静
坐
に
つ
い
て
」（
同
前
79
、
昭
42
）。

田
辺
肥
洲
「
中
沢
道
二
先
生
と
妙
法
」（
心
学
36
、
昭
10
）、「
殉
教
者
石
田
梅
岩
」（
同
前

39
、
昭
10
）、「
新
体
制
と
心
学
」（
同
前
104
、
昭
16
）、「
心
学
道
話
の
展
開
と
道
二
翁
」

（
古
典
研
究
6
―

2
、
昭
16
）、「
梅
岩
先
生
の
世
界
観
」（
心
学
135
、
昭
18
）、
百
五
十
余

年
も
生
き
つ
づ
け
る
心
学
時
中
舎
精
神
」（
こ
こ
ろ
87
・
88
・
89
、
昭
44
）、「
石
田
梅

岩
の
『
都
鄙
問
答
』

―
そ
の
批
判
性
と
啓
蒙
性
」（
同
前
121
、
昭
55
）、「
石
田
梅
岩

と
心
学
」（
斯
文
89
、
昭
60
）。

田
畑
要
「「
石
田
勘
平
」
そ
の
人
と
時
代
背
景
」（
京
都
学
園
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
サ
イ
エ
ン
ス

研
究
所
所
報
6
、
平
9
）。

田
畑
真
美
「「
学
」
に
お
け
る
「
苦
」
の
位
置
づ
け

―
石
田
梅
岩
『
都
鄙
問
答
』
に
即

し
て
」（
富
山
大
学
人
文
学
部
紀
要
40
、
平
16
）。

玉
川
克
裕
「
黄
檗
禅
と
心
学
」（
こ
こ
ろ
116
、
昭
53
）。

玉
川
雄
司
「
医
療
人
も
噛
み
し
め
た
い
「
石
門
心
学
」
の
〝
心
〞
―
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・

コ
ン
セ
ン
ト
を
徹
底
し
た
商
家
の
家
訓
」（
ば
ん
ぶ
う
251
、
平
14
）。

知
切
光
歳
「
光
を
掲
げ
た
人　

中
沢
道
二
」（
こ
こ
ろ
10
、
昭
30
）、「
新
興
宗
教
と
二
百

年
前
の
石
田
梅
岩
」（
世
界
仏
教
協
会
・
大
世
界
2
―

3
、
昭
31
）。

塚
田
信
義
「
心
学
者
の
矯
正
事
業
に
つ
い
て
」（
こ
こ
ろ
100
、
昭
47
）。

辻
ミ
チ
子
「
京
都
に
お
け
る
幕
末
維
新
の
心
学
講
舎
」（
京
都
文
化
短
期
大
学
紀
要
23
、

平
7
）。

辻
井
清
吾
「
石
門
心
学
に
お
け
る
仏
教
思
想
」（
駒
沢
大
学
・
仏
教
経
済
研
究
35
、
平
18
）。

辻
本
雅
史
「
マ
ス
ロ
ー
グ
の
教
説

―
石
田
梅
岩
と
心
学
道
話
の
「
語
り
」」（
江
戸
の
思

想
5
、
ぺ
り
か
ん
社
、
平
8
）、「
梅
岩
学
と
懐
徳
堂
知
識
人
」（
懐
徳
堂
知
識
人
の
学

問
と
生
〈
懐
徳
堂
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
6
〉、
和
泉
書
院
、
平
16
）。

津
田
秀
夫
「
教
育
の
普
及
と
心
学
」（
岩
波
講
座
・
日
本
歴
史
12
、
岩
波
書
店
、
昭
51
）。

土
屋
喬
雄
「
石
田
梅
岩
の
思
想
の
経
営
理
念
史
上
の
意
義
」（
こ
こ
ろ
65
、
昭
39
）。

壷
井
秀
生
「
石
門
心
学
と
「
正
直
」
の
道
徳
」（
日
本
人
の
道
徳
思
想
、
文
化
総
合
出
版
、

昭
56
）。

手
島
勝
彦
「
石
田
梅
岩
（
石
門
心
学
）
の
都
鄙
問
答
に
み
る
経
営
理
念
に
つ
い
て
」（
広

島
経
済
大
学
・
創
立
三
十
周
年
記
念
論
文
集
、
平
10
）。

戸
田
正
志
「
二
宮
尊
徳
と
石
田
梅
岩
の
産
業
教
育
の
特
質

―
総
括
的
所
見
を
そ
え
て

（
下
）」（
神
戸
学
院
経
済
学
論
集
13
―

4
、
昭
57
）、「
商
業
・
経
営
の
教
育

―
産
業
の

多
様
性
と
実
践　

尊
徳
・
梅
岩
二
翁
の
比
較
」（
同
前
26
―

3
、
平
6
）。

中
尾
敦
子
「「
石
門
心
学
」
活
動
の
現
在

―
生
涯
学
習
と
し
て
の
「
心
学
明
誠
舎
」
活

動
小
史
」（
京
都
大
学
生
涯
教
育
学
・
図
書
館
情
報
学
研
究
3
、
平
16
）、「
現
在
も
続

く
心
学
明
誠
舎
」（
大
阪
春
秋
117
、
平
17
）。

中
尾
訓
生
「
梅
岩
思
想
に
つ
い
て
」（
山
口
経
済
学
雑
誌
46
―

4
、
平
10
）。

中
尾
正
治「
江
戸
時
代
に
お
け
る
町
人
思
想
の
特
色

―
特
に
石
門
心
学
を
中
心
と
し
て
」

（
仏
教
大
学
通
信
教
育
部
論
集
2
、
昭
42
）。

長
崎
誠
人
「「
心
」
の
思
想
史

―
石
田
梅
岩
再
考
」（「
脱
」
の
世
界

―
正
常
と
い
う

虚
構
、
風
媒
社
、
平
19
）。

中
島
正
利
「
諏
訪
郡
を
中
心
と
し
た
心
学
教
化
運
動
」（
諏
訪
教
育
会
・
諏
訪
近
現
代
史

研
究
紀
要
9
、
昭
54
）。

永
田
広
志
「
心
学
の
生
誕
」（
日
本
哲
学
思
想
史
、
三
笠
書
房
、
昭
13
）。

中
野
卓
郎
「
石
門
心
学
と
「
中
立
舎
」」（
丹
波
史
談
会
・
丹
波
2
、
平
12
）、「
続
・
石
門

心
学
と
「
中
立
舎
」」（
同
前
4
、
平
15
）。

中
道
豪
一
「
神
道
教
育
研
究
に
お
け
る
近
代
石
門
心
学
の
位
置
づ
け

―
天
地
開
闢
解
釈

と
皇
室
と
の
関
連
」（
明
治
聖
徳
記
念
学
会
紀
要
復
刊
47
、
平
22
）。

中
村
勝
麿
「
石
田
梅
岩
先
生
の
地
位
」（
国
学
院
雑
誌
14
―

11
、
明
41
）。

中
山
広
司
「
心
学
も
の
黄
表
紙
に
つ
い
て
の
一
考
察
」（
北
陸
宗
教
文
化
8
、
平
8
）。

名
倉
佳
之
「
徳
島
県
西
部
に
お
け
る
石
門
心
学
の
展
開
」（
徳
島
地
方
史
研
究
会
・
史
窓

28
、
平
10
）。

那
須
非
石
「
心
学
明
孝
舎
探
訪
記
」（
心
学
道
話
37
、
38
、
昭
6
）。

夏
山
茂
樹
「
心
学
・
儒
学
・
国
学
」（
唯
物
論
研
究
45
、
昭
11
）。

並
松
信
久「
石
門
心
学
の
展
開
と
勧
業
理
念
の
形
成

―
第
一
期
京
都
策
の
思
想
的
背
景
」

（
京
都
産
業
大
学
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
11
、
平
17
）。

縄
田
二
郎
「
私
は
ど
う
し
て
心
学
に
近
づ
い
た
か

―
私
の
経
験
し
た
昭
和
時
代
（
一
〜

四
）」（
こ
こ
ろ
32
、
33
、
34
・
35
、
37
、
昭
34
〜
35
）。

難
波
田
春
夫
「
心
学
か
ら
学
ぶ
こ
と
」（
カ
ネ
ボ
ウ
・
経
営
管
理
資
料
9
、
昭
40
）、「
心

学
に
期
待
す
る
こ
と
」（
こ
こ
ろ
71
・
72
、
昭
41
）、「
経
済
と
道
徳

―
石
門
心
学
の

場
合
」（
経
済
と
道
徳
、
昭
45
）。

仁
木
良
和
「
北
駿
地
方
の
心
学
に
つ
い
て
」（
日
本
近
代
化
の
思
想
と
展
開
、
文
献
出
版
、

昭
63
）。

西
尾
陽
太
郎「
石
門
心
学
の
発
生
に
つ
い
て

―
町
人
嚢
と
都
鄙
問
答
と
の
思
想
的
関
連
」

（
九
州
大
学
・
史
淵
50
、
昭
26
）。

仁
科
弘
「
石
門
心
学
と
教
育
」（
鹿
児
島
短
期
大
学
研
究
紀
要
19
、
昭
52
）。

（42）
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西
村
晃
「
明
治
初
年
広
島
藩
の
教
化
政
策
と
村
役
人
」（
近
世
近
代
の
社
会
と
民
衆
、
清

文
堂
、
平
5
）。

日
本
大
学
精
神
文
化
研
究
所
「
心
学
及
び
教
訓
物
蔵
書
目
録
」（
日
本
大
学
精
神
文
化
研

究
所
・
教
育
制
度
研
究
所
紀
要
4
、
昭
42
）。

野
口
恒
樹
「
純
粋
経
験
と
「
我
な
し
」」（
こ
こ
ろ
4
、
昭
28
）、「
行
為
的
自
己
の
立
場
と

心
学
」（
同
前
129
、
昭
59
）。

野
崎
守
英
「
江
戸
時
代
の
教
育
観
の
一
面

―
仁
斎
と
梅
岩
の
場
合
を
通
し
て
」（
実
存

主
義
70
、
昭
49
）。

野
沢
昌
康
「
甲
斐
に
お
け
る
石
門
心
学
」（
山
梨
郷
土
研
究
会
・
甲
斐
路
36
、
昭
55
）。

延
広
真
治
「
江
戸
落
語
の
展
開

―
心
学
道
話
と
の
関
連
に
お
い
て
」（
国
文
学　

解
釈

と
教
材
の
研
究
19
―

11
、
昭
49
）。

橋
本
芳
契
「
加
賀
藩
の
心
学
」（
こ
こ
ろ
15
、
昭
31
）。

長
谷
川
鑛
平
「
心
学
と
其
の
歴
史
的
展
開
」（
思
想
130
、
昭
8
）、「
心
学
思
想
の
転
化

―
啓
蒙
よ
り
教
化
へ
」（
同
前
169
、
昭
11
）。

長
谷
川
伸
三
「
文
政
期
下
館
町
に
お
け
る
石
門
心
学
の
青
少
年
教
化
の
実
際

―
中
村
兵

左
衛
門
家
文
書
『
心
学
心
の
し
ら
べ
』
の
紹
介
」（
茨
城
県
史
研
究
16
、
昭
45
）、「
北

関
東
農
村
の
荒
廃
と
農
民
層
」（
論
集
・
関
東
近
世
史
の
研
究
、
名
著
出
版
、
昭
59
）。

八
箇
亮
仁
「
石
田
梅
岩
の
天
人
一
致
と
そ
の
意
義
」（
京
都
大
学
教
育
学
部
紀
要
21
、
昭

50
）、「
梅
岩
学
の
成
立
と
そ
の
社
会
的
性
格
」（
大
阪
薬
科
大
学
・
ぱ
い
で
い
あ
1
、

昭
52
）、「
江
戸
時
代
の
通
俗
道
徳
を
と
ら
え
直
す

―
石
門
心
学
を
通
し
て
」（
河
合

文
化
教
育
研
究
所
・
研
究
論
集
2
、
平
18
）。

馬
場
信
斎
「
梅
岩
堵
庵
道
二
の
年
代
」（
心
学
21
、
昭
9
）。

早
野
柏
蔭
「
心
学
に
つ
い
て
」（
心
学
2
、
昭
7
）、「
心
学
の
本
領
」（
同
前
108
、
昭
16
）。

樋
口
政
則
「『
売
卜
先
生
安
楽
伝
授
』
下
之
巻
考
」（
江
戸
の
か
な
、
名
著
出
版
、
平
3
）。

平
沢
啓
「
文
語
体
心
学
書
の
共
通
語
文
的
性
格
」（
和
歌
山
大
学
・
紀
州
経
済
史
文
化
史

研
究
所
紀
要
9
、
平
1
）、「
心
学
書
の
漢
字
（
上
）」（
和
歌
山
大
学
教
育
学
部
紀
要
・

人
文
科
学
41
、
平
4
）、「
心
学
書
の
漢
字
（
中
）」（
同
前
42
、
平
4
）、「
文
語
体
心
学

書
の
用
字
法
」（
紀
州
経
済
史
文
化
史
研
究
所
紀
要
14
、
平
6
）、「
心
学
書
の
漢
字

（
下
）」（
和
歌
山
大
学
教
育
学
部
紀
要
・
人
文
科
学
46
、
平
8
）。

平
田
小
六
「
日
本
的
発
想
の
典
型
「
石
門
心
学
」（
日
本
人
の
思
考
と
信
仰
10　

石
田
梅

岩
と
学
統
を
継
ぐ
人
々
）」（
日
本
及
日
本
人
1 

5 

3 

3
、
昭
51
）。

広
瀬
正
「
心
学
の
本
質
に
就
い
て
の
一
考
察

―
我
が
国
に
於
け
る
庶
民
教
育
」（
京
都

女
子
大
学
・
東
山
論
叢
3
、
昭
26
）。

福
島
雅
藏
「
堺
庸
行
舎
と
郷
学
所
」（
大
阪
春
秋
72
、
平
5
）。

福
知
正
温
「「
心
学
石
田
先
生
誕
生
地
」
道
標
」（
京
都
学
園
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
サ
イ
エ
ン
ス

研
究
所
所
報
6
、
平
9
）。

福
原
武
「
石
田
勘
平
の
平
民
学
校
」（
改
造
9
―

7
、
昭
2
）。

藤
井
定
義
「
石
田
梅
岩
の
心
学
と
懐
徳
堂
派

―
利
の
思
想
の
相
違
を
中
心
に
」（
大
阪

市
史
紀
要
36
、
昭
53
）。

藤
岡
作
太
郎
「
心
学
の
伝
統
」（
史
学
雑
誌
5
―

8
、
9
、
10
、
明
27
）。

藤
田
彰
典
「
京
都
の
商
家
杉
浦
大
黒
屋
の
家
訓
（
上
・
下
）」（
京
都
文
化
短
期
大
学
紀
要

1
、
2
、
昭
59
）。

藤
田
真
一
「
俳
諧
と
心
学

―
嘯
山
の
秀
吟
集
に
見
る
」（
大
阪
俳
文
学
研
究
会
会
報

20
、
昭
61
）。

藤
原
了
然
「
石
田
梅
岩
の
神
仏
二
教
観
」（
龍
谷
大
学
論
叢
272
、
昭
2
）。

古
川
哲
史「
わ
た
し
の
心
学
」（
こ
こ
ろ
105
、
昭
48
）、「
日
本
精
神
史
に
お
け
る
石
門
心
学
」

（
同
前
131
、
昭
62
）。

古
田
紹
欽
「
鳩
翁
に
於
け
る
仏
教
思
想
」（
古
典
研
究
4
―

7
、
昭
14
）、「
松
翁
の
仏
教
思

想
」（
同
前
5
―

2
、
昭
15
）、「
道
二
翁
の
仏
教
思
想
」（
同
前
6
―

2
、
昭
16
）、「
石
門

心
学
と
盤
珪
禅
」（
盤
珪
禅
の
研
究
、
山
喜
房
仏
書
林
、
昭
17
）、「
二
つ
で
な
い
心
」（
こ

こ
ろ
1
、
昭
28
）、「
堵
庵
に
つ
い
て
」（
同
前
2
、
昭
28
）、「
本
心
と
は
何
か
」（
同
前

8
、
昭
29
）、「
心
を
放
っ
て
得
下
す
」（
同
前
14
、
昭
30
）、「
松
翁
と
鳩
翁
の
仏
教
」（
近

世
の
禅
者
た
ち
〈
サ
ー
ラ
叢
書
3
〉、
平
楽
寺
書
店
、
昭
31
）、「
石
田
梅
岩
先
生
に
つ

い
て

―
特
に
商
人
道
に
つ
い
て
」（
こ
こ
ろ
63
・
64
、
昭
39
）、「
教
化
に
つ
い
て

―
心
学
に
ふ
れ
て
」（
同
前
73
、
昭
41
）、「
求
道
者
と
し
て
の
梅
岩
」（
日
本
思
想
大

系
42
『
石
門
心
学
』
月
報
、
昭
46
）、「
現
代
に
お
け
る
心
学
の
意
義

―
都
鄙
問
答
を

中
心
に
」（
こ
こ
ろ
119
、
昭
54
）、「
栄
螺
の
話
し
」（
同
前
129
、
昭
59
）、「
中
沢
道
二
の

心
学
を
め
ぐ
っ
て
」（
大
倉
山
文
化
会
議
研
究
年
報
2
、
平
3
）。

古
橋
恒
夫
「『
徒
然
草
』
と
石
田
梅
岩
」（
聖
徳
大
学
研
究
紀
要
・
第
四
分
冊
・
短
期
大
学

部
Ⅲ
・
28
―

3
、
平
7
）。

ベ
ラ
ー
、
Ｒ
・
Ｎ
「
心
学
と
そ
の
創
始
者
石
田
梅
岩
」（
日
本
近
代
化
と
宗
教
倫
理
（
堀

一
郎
・
池
田
昭
訳
）、
未
来
社
、
昭
41
。
修
正
改
題
版
「
徳
川
時
代
の
宗
教
」（
池
田
昭

訳
）、
岩
波
文
庫
、
平
8
）、「
徳
川
時
代
の
文
化
・
社
会
状
況
に
お
け
る
石
門
心
学
（
浜

野
潔
抄
訳
）」（
京
都
学
園
大
学
総
合
研
究
所
モ
ノ
グ
ラ
フ
シ
リ
ー
ズ
1
、
平
13
）。

穂
積
重
遠
「
時
局
と
心
学
」（
心
学
136
、
昭
18
）。

堀
切
実
「
美
濃
派
俳
論
史
と
心
学
」（
江
戸
文
学
26
、
ぺ
り
か
ん
社
、
平
14
）。

（41）
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堀
越
順
平
「
形
と
心
」（
こ
こ
ろ
25
、
昭
32
）、「
独
立
自
尊

―
一
休
と
梅
岩
」（
同
前

63
・
64
、
昭
39
）。

堀
出
一
郎
「
日
本
的
経
営
の
源
流
を
尋
ね
て

―
手
島
堵
庵
『
我
津
衛
』『
町
人
身
体
な

を
し
』
に
み
る
経
営
思
想
」（
麗
沢
経
済
研
究
11
―

2
、
平
15
）。

本
庄
栄
治
郎
「
石
田
梅
岩
か
ら
海
保
青
陵
へ
、
さ
ら
に
神
田
孝
平
へ
」（
近
畿
大
学
商
経

学
叢
27
、
昭
39
）。

前
田
一
郎
「
心
へ
の
定
着

―
梅
岩
・
堵
庵
に
お
け
る
心
学
と
仏
教
」（
論
集　

仏
教
土

着
、
法
蔵
館
、
平
15
）。

前
田
勉
「
石
田
梅
岩
の
心
学
」（
大
法
輪
77
―

9
、
平
22
）。

前
野
喜
代
治
「『
無
由
言
』（
柴
田
鳩
翁
述
）
の
す
す
め
（
上
・
下
）」（
こ
こ
ろ
98
、
99
、

昭
46
）。

間
下
虎
峰
「
広
島
心
学
の
梗
概
」（
広
島
県
教
育
会
・
芸
備
教
育
491
、
昭
16
）。

真
下
三
郎
「
心
学
の
言
葉
」（
国
語
文
化
2
―

2
、
昭
17
）、「
心
学
」（
東
京
大
学
国
語
国

文
学
会
・
国
語
と
国
文
学
481
、
昭
39
）。

松
田
柏
軒
「
上
河
淇
水
（
上
・
下
）」（
こ
こ
ろ
48
・
49
、
50
、
昭
37
）。

丸
山
眞
男
「
石
門
心
学
の
勃
興
と
そ
の
展
開
」（
丸
山
眞
男
講
義
録
1
、
東
大
出
版
会
、

平
10
）。

三
浦
辰
哉
「
心
学
と
地
域
福
祉
（
一
）―
浜
松
市
に
お
け
る
救
済
事
業
」（
仏
教
大
学
大

学
院
紀
要
22
、
平
6
）、「
仏
教
と
心
学
の
邂
逅

―
遠
江
育
児
院
を
め
ぐ
る
人
び
と
」

（
日
本
仏
教
社
会
福
祉
学
会
年
報
37
、
平
18
）。

三
浦
雅
彦「『
盲
安
杖
』と
鈴
木
正
三

―
諸
本
の
成
立
と
石
門
心
学
と
の
関
係
の
再
検
討
」

（
仏
教
文
学
35
、
平
23
）。

三
上
参
次
「
心
学
興
隆
に
就
い
て
の
所
感
」（
心
学
道
話
34
、
昭
5
）、「
大
島
有
隣
先
生

頌
徳
碑
」（
同
前
40
、
昭
7
）。

水
口
志
計
夫
「
た
ば
こ
と
心
学
道
話
」（
た
ば
こ
史
研
究
78
、
平
13
）。

水
野
恭
一
郎
「
心
学
普
及
に
関
す
る
一
考
察
」（
国
民
生
活
史
研
究
3
、
昭
33
）、「
石
田

梅
岩
と
心
学
運
動
」（
日
本
思
想
史
講
座
5
、
雄
山
閣
、
昭
50
）、「
石
田
梅
岩
と
石
門

心
学
」（
吉
備
と
京
都
の
歴
史
と
文
化
、
思
文
閣
出
版
、
平
12
）。

水
谷
内
徹
也「
日
本
的
経
営
理
念
の
萌
芽

―
石
田
梅
岩
の「
商
人
哲
学
」を
め
ぐ
っ
て
」

（
星
陵
女
子
短
期
大
学
・
星
陵
論
苑
6
、
昭
60
）、「
日
本
型
経
営
理
念
の
原
型

―
石

田
梅
岩
の
「
商
人
哲
学
」
を
め
ぐ
っ
て
」（
京
都
学
園
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
サ
イ
エ
ン
ス
研

究
所
所
報
6
、
平
9
）。

南
新
二
「
識
者
の
眼
に
映
っ
た
心
学
」（
古
典
研
究
4
―

7
、
昭
14
）、「
思
想
史
上
の
石
門

心
学
」（
同
前
5
―

2
、
昭
15
）。

源
了
圓
「
盤
珪
禅
師
と
手
島
堵
庵
（
1
〜
9
）」（
創
文
156
〜
164
、
昭
49
〜
50
）、「
盤
珪
禅

師
と
手
島
堵
庵
」（
こ
こ
ろ
111
、
昭
51
）、「
近
世
日
本
に
お
け
る
宗
教
と
経
済
倫
理
」（
東

海
大
学
文
明
研
究
所
・
文
明
17
、
昭
51
）、「
近
世
に
お
け
る
町
人
の
倫
理
」（
東
洋
倫

理
思
想
史
〈
現
代
哲
学
選
書
7
〉、
学
文
社
、
昭
52
）。

宮
川
康
子
「
懐
徳
堂
思
想
と
民
衆
」（
日
本
思
想
史
学
24
、
平
4
）、「
心
学
と
懐
徳
堂

―
二
つ
の
『
か
わ
し
ま
も
の
が
た
り
』」（
自
由
学
問
都
市
大
坂
、
講
談
社
選
書
メ
チ

エ
232
、
平
14
）。

三
宅
紹
宣
「
幕
末
期
長
州
藩
の
心
学
教
化
政
策
」（
広
島
史
学
研
究
会
・
史
学
研
究
134
、

昭
51
）。

三
宅
守
常
「
明
治
期
心
学
の
一
側
面

―
神
道
大
成
教
に
み
る
心
学
の
影
響
」（
こ
こ
ろ

130
、
昭
60
）、「
石
門
心
学
に
お
け
る
『
和
論
語
』
の
受
容

―
心
学
的
徳
育
教
化
方
法

を
め
ぐ
っ
て
」（
大
倉
山
論
集
31
、
平
4
）、「
近
世
庶
民
の
子
ど
も
の
教
育
」（
大
倉
山

夏
季
公
開
講
座
集
Ⅰ
、
平
4
）、「
明
治
心
学
と
宗
教
行
政
」（
明
治
聖
徳
記
念
学
会
紀

要
復
刊
10
、
平
5
）、「
桑
原
冬
夏
『
心
学
い
ろ
は
歌
』（
抄
出
）
解
題
」（
大
倉
山
論
集

35
、
平
6
）「『
古
賀
素
行
道
話
初
編
』
付
解
題
」（
同
前
36
、
平
6
）、「
石
門
心
学
と

道
歌
」（
大
倉
山
夏
季
公
開
講
座
集
Ⅳ
、
平
7
）、「
石
門
心
学
に
お
け
る
道
歌
の
展
開

と
庶
民
倫
理
」（
近
世
の
精
神
生
活
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
平
8
）、「
明
治
心
学
管

見
」（
日
本
大
学
・
精
神
科
学
35
、
平
8
）、「
曽
根
守
愚『
心
学
教
訓
道
話
集
』付
解
題
」

（
大
倉
山
論
集
41
、
平
9
）、「
史
料
翻
刻
・
五
臓
園
寿
宝
堂
『
教
訓
心
の
ゆ
く
衛
』」（
日

本
大
学
医
学
部
一
般
教
育
研
究
紀
要
26
、
平
10
）、「『
三
条
教
則
』
関
係
資
料
（
十
一
）

『
三
則
説
教
幼
童
手
引
草
』
柴
田
遊
翁
（
明
治
六
年
十
二
月
）『
三
則
説
教
心
学
道
し
る

べ
』
一
編
柴
田
遊
翁
（
明
治
六
年
十
月
）『
三
則
説
教
心
学
道
し
る
べ
』
二
編
柴
田
遊

翁
（
明
治
七
年
十
二
月
）
付
解
題
」（
明
治
聖
徳
記
念
学
会
紀
要
復
刊
25
、
平
10
）、「
鈴

木
良
平
の
精
神
生
活
考
」（
近
代
日
本
に
お
け
る
倫
理
教
育
の
研
究
、
日
本
大
学
教
育

制
度
研
究
所
、
平
12
）、「
石
門
心
学
に
み
る
〝
こ
こ
ろ
〞
の
教
授
法
」（
庭
野
平
和
財

団
平
和
研
究
会
・
平
和
と
宗
教
19
、
平
13
）、「
川
尻
宝
岑
の
『
内
部
文
明
論
』
考
」（
こ

こ
ろ
・
石
川
松
太
郎
先
生
追
悼
号
、
平
22
）。

三
宅
米
吉「
石
田
勘
平
の
実
業
道
徳
」（
文
学
博
士
三
宅
米
吉
著
述
集〈
下
〉、
目
黒
書
店
、

昭
4
）。

宮
田
俊
彦
「
盤
珪
と
梅
岩
」（
芸
林
3
―

1
・
2
、
昭
27
）。

宮
田
菱
道
「
鳩
翁
道
話
と
そ
の
教
化
」（
古
典
研
究
4
―

7
、
昭
14
）。

宮
本
誉
士
「
高
崎
正
風
と
一
徳
会
」（
こ
こ
ろ
・
石
川
松
太
郎
先
生
追
悼
号
、
平
22
）。

（40）
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宮
本
又
次「
石
門
心
学
と
商
人
意
識
と
家
法
」「
杉
浦
三
郎
兵
衛
家
の
家
法
に
つ
い
て
」（
近

世
日
本
経
営
史
論
考
、
東
洋
文
化
社
、
昭
54
）。

村
田
勝
彦「
平
戸
藩
庶
民
教
育
機
関「
心
法
舎
」に
つ
い
て

―『
心
学
方
記
』を
中
心
に
」

（
早
稲
田
大
学
・
社
会
科
学
討
究
27
―

1
、
昭
56
）。

村
山
吉
広
「
石
門
心
学
の
今
日
的
省
察
と
回
帰
」（
日
本
及
日
本
人
1 

4 

7 

3
、
昭
44
）。

森
岡
健
二
「
口
語
史
に
お
け
る
心
学
道
話
の
位
置
」（
国
語
学
123
、
昭
55
）。

森
田
健
司
「
石
田
梅
岩
『
都
鄙
問
答
』
に
お
け
る
経
済
倫
理
思
想

―
そ
の
現
代
的
可
能

性
と
限
界
」（
大
阪
学
院
大
学
経
済
論
集
23
―

1
、
平
21
）、「
石
田
梅
岩『
倹
約
斉
家
論
』

に
お
け
る
道
徳
哲
学
の
再
検
討

―『
都
鄙
問
答
』
と
の
比
較
を
通
し
て
」（
同
前
23
―

2
、
平
21
）、「
石
門
心
学
史
に
お
け
る
手
島
堵
庵
の
思
想
的
位
相

―
外
形
的
制
約
か

ら
の
決
別
と
「
本
心
」」（
同
前
24
―

1
、
平
22
）、「
中
沢
道
二
の
「
道
話
」
哲
学
に
み

る
存
在
論
的
転
回

―
石
門
心
学
隆
盛
の
時
代
と
そ
の
真
因
」（
同
前
24
―

2
、
平
22
）、

「
柴
田
鳩
翁
の
「
道
話
」
に
お
け
る
禁
欲
主
義
心
学

―
石
門
心
学
の
思
想
的
変
容
と

退
潮
」（
同
前
25
―

1
、
平
23
）、「
布
施
松
翁
に
お
け
る
「
知
足
安
分
」
の
心
学
と
老
荘

思
想

―
興
隆
期
石
門
心
学
の
思
想
史
学
的
一
分
析
」（
同
前
25
―

2
、
平
23
）。

矢
板
大
安
「
荒
井
和
水
と
鶴
鳴
舎
」（
心
学
道
話
41
、
昭
7
）。

八
木
意
知
男
「『
心
学
絵
入
道
歌
百
首
和
解
』
の
基
礎
的
研
究
」（
神
道
史
研
究
54
―

2
、

平
18
）。

八
木
孝
幸
「「
石
門
心
学
」
の
現
代
的
意
義
に
関
す
る
一
考
察
」（
上
武
大
学
商
学
部
紀
要

10
―

2
、
平
11
）。

矢
野
敦
子
「
石
田
梅
岩
に
お
け
る
「
我
」
の
位
相
」（
日
本
思
想
史
学
11
、
昭
54
）、「
石

田
梅
岩
の
心
性
論
」（
大
阪
大
学
・
日
本
学
報
1
、
昭
57
）。

山
崎
益
吉
「
労
働
の
哲
学

―
尊
徳
と
梅
岩
」（
高
崎
経
済
大
学
附
属
産
業
研
究
所
紀
要

16
―

1
、
昭
55
）、「
商
人
の
経
済
思
想

―
石
田
梅
岩
」（
日
本
経
済
思
想
史

―
日
本

的
理
想
社
会
へ
の
道
、
高
文
堂
出
版
、
昭
56
）、「
石
田
梅
岩
の
経
済
思
想
」（
経
済
倫

理
学
叙
説
、
日
本
経
済
評
論
社
、
平
9
）、「
岡
部
栄
信
の
社
会
経
済
思
想

―
石
門
心

学
と
の
関
係
に
お
い
て
」（
高
崎
経
済
大
学
附
属
産
業
研
究
所
紀
要
36
―

2
、
平
13
）、

「
石
田
梅
岩

―
心
学
の
本
質
」（
実
心
実
学
の
発
見

―
い
ま
甦
る
江
戸
期
の
思
想
、

論
創
社
、
平
18
）、「
石
田
梅
岩
に
見
る
倹
約
・
布
施
の
真
意
」（
高
崎
経
済
大
学
論
集

51
―

3
、
平
20
）。

山
田
敬
斎
「
本
心
と
私
心
」（
心
学
104
、
105
、
106
、
昭
16
）、「
石
田
梅
岩
先
生
と
知
性
の

工
夫
」（
同
前
123
、
昭
和
17
）、「
松
目
の
時
中
舎
」（
こ
こ
ろ
19
、
昭
31
）、「
穂
積
重
遠

先
生
と
心
学
会
」（
同
前
38
、
昭
35
）。

山
田
佳
子
「
鎌
田
柳
泓
の
思
想

―
自
然
学
と
心
学
と
の
関
連
」（
愛
知
教
育
大
学
・
日

本
思
想
史
へ
の
試
論
一
九
八
二
年
・
一
九
八
三
年
、
み
し
ま
書
房
、
昭
59
）。

山
中
浩
之
「
尊
性
堂
と
飯
岡
義
斎

―
梅
岩
学
の
普
及
と
転
回
と
」（
大
阪
市
史
編
纂
所
・

大
阪
の
歴
史
33
、
平
3
）、「
丹
波
屋
七
兵
衛
家
と
明
誠
舎
と
」（
大
阪
春
秋
72
、
平
5
）。

山
中
浩
之
・
山
本
紀
美
「
心
学
明
誠
舎
蔵
書
目
録
」（
大
阪
府
立
大
学
・
上
方
文
化
研
究

セ
ン
タ
ー
研
究
年
報
9
、
平
20
）。

山
本
眞
功
「『
心
学
五
倫
書
』
と
「
石
門
心
学
」―
山
崎
維
時
書
写
『
心
学
五
倫
書
』
を

め
ぐ
っ
て
（
そ
の
一
・
そ
の
二
）」（
こ
こ
ろ
121
、
124
、
昭
55
〜
57
）、「
翻
刻
・『
初
入

は
な
し
』―
中
沢
道
二
の
「
初
入
咄
」
聞
書
」（
同
前
125
、
昭
57
）、「
万
事
物
の
法
に

随
ふ
の
み

―
石
田
梅
岩
試
論
」（
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
24
―

2
・
3
、
平
5
）、「
現

代
に
生
き
る
心
学

―
石
田
梅
岩
の
世
界
把
握
」（
大
阪
春
秋
72
、
平
5
）「
石
田
梅
岩

の
思
想
と
そ
の
経
済
倫
理
」（
人
間
会
議
二
〇
〇
三
年
冬
号
、
平
15
）、「
堵
庵
心
学
の

社
会
的
機
能

―「
初
入
咄
」
の
創
案
を
め
ぐ
っ
て
」（
季
刊
日
本
思
想
史
65
、
平
16
）、

「
天
道
の
め
ぐ
み
次
第

―
江
戸
時
代
の
商
人
達
か
ら
学
ぶ
こ
と
」（
八
十
二
文
化
財
団
・

地
域
文
化
82
、
平
19
）、「
石
田
梅
岩
の
生
涯
と
教
え
（
そ
の
一
・
そ
の
二
・
そ
の
三
）」

（
大
法
輪
78
―

3
、
78
―

4
、
78
―

5
、
平
23
）。

湯
川
嘉
津
美
「
大
蔵
永
常
の
子
育
て
論

―『
絵
入
民
家
育
草
』
を
中
心
に
し
て
」（
広
島

大
学
教
育
学
部
紀
要
第
1
部
32
、
昭
59
）、「
心
学
道
話
に
み
る
近
世
庶
民
の
幼
児
教
育

観
」（
中
国
四
国
教
育
学
会
・
教
育
学
研
究
紀
要
30
、
昭
59
）、「
石
門
心
学
の
子
育
て

思
想

―
手
島
堵
庵
を
中
心
に
し
て
」（
広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
博
士
課
程

論
文
集
10
、
昭
59
）。

葉
坦
「
石
門
心
学
と
浙
東
学
派
の
経
済
思
想
の
比
較
研
究

―
石
田
梅
岩
と
葉
適
の
商
品

経
済
観
を
中
心
と
し
て（
鈴
木
弘
一
郎
訳
）」（
日
本
の
経
済
思
想
世
界

―「
十
九
世
紀
」

の
企
業
者
・
政
策
者
・
知
識
人
、
日
本
経
済
評
論
社
、
平
16
）。

横
山
雅
男
「
石
門
心
学
の
将
来
」（
精
神
3
―

12
、
大
15
）、「
心
学
所
感
」（
心
学
道
話

26
、
昭
3
）、「
柴
田
鳩
翁
の
贈
位
」（
同
前
34
、
昭
5
）。

吉
田
公
平
「
石
門
心
学
と
陽
明
学
」（
広
島
大
学
・
東
洋
古
典
学
研
究
4
、
平
9
）、「
鎌

田
柳
泓
の
『
中
庸
首
章
講
義
筆
記
』
に
つ
い
て
」（
同
前
16
、
平
15
）。

米
沢
弘
「
χ
体
験
の
研
究
（
Ⅵ
）―
江
戸
時
代
の
心
学
に
お
け
る
場
合
、
熊
沢
蕃
山
と

石
田
梅
岩
を
主
に
し
て
」（
文
教
大
学
・
情
報
研
究
10
、
平
1
）。

脇
谷
鉄
造
「
心
学
者
大
島
有
隣
」（
心
学
道
話
40
、
昭
7
）。

渡
部
武
「
石
田
梅
岩
の
経
済
倫
理
思
想
の
妥
当
性
に
つ
い
て
」（
跡
見
学
園
女
子
大
学
紀

要
21
、
昭
63
）、「『
都
鄙
問
答
』
に
お
け
る
「
問
答
」
に
つ
い
て
」（
同
前
22
、
平
1
）、

（39）
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「『
都
鄙
問
答
』
の
学
問
観
（
上
・
下
）」（
同
前
23
、
24
、
平
2
〜
3
）、「
石
田
梅
岩
に

お
け
る
「
都
」
と
「
鄙
」
に
つ
い
て
」（
同
前
25
、
平
4
）。（

や
ま
も
と　

し
ん
こ
う
）

（38）


